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報告書要旨 

 

観光ビジョン実現プログラム 2019」において、地域に点在する城や寺といった歴史的資源を活

⽤し「本物の体験」を提供しうるユニークな新しい体験型宿泊コンテンツである「城泊・寺泊」

について積極的に⽀援し、先⾏事例を作り上げ、横展開する⽅針が⽰されている。⼀⽅で⽇本全

国に城と寺は点在するものの、「城泊・寺泊」としての活⽤事例は⼀部の城や寺にとどまっており、

全国的な取り組みに⾄っていないのが現状である。 

 

本報告書は、「城泊・寺泊」の取り組みを全国に展開することを⽬的に、城や社寺を⽇本ならで

はの⽂化が体験できる宿泊施設として活⽤することに意欲がある事業者に対して、地域住⺠や⾃

治体への理解・事業化を進めるための専⾨家派遣及び初動⽀援について、本年度の実施結果を紹

介するものである。観光庁が⽰す事業内容について、同庁より委託を受けた⼀般社団法⼈全国農

協観光協会が事務局として実施し、本報告書を作成した。 

 

事業内容・事業の流れ 

①城泊・寺泊の取り組みの周知 
・ランディングページの作成 

・「城泊・寺泊による歴史的資源の活⽤セミナー」の実施 

②⽀援地域の選定および⽀援内容の調整 
・エントリー地域から派遣実施地域を選定 

・地域の意向や現状を聞き取り、専⾨家をマッチング 

③専⾨家の派遣・⽀援の実施 
・現地訪問、Web会議を実施し、地域の課題の洗い出し

及び解決に向けた初動⽀援 

④フォローアップ調査の実施 
・事業結果の確認及び効果の検証 

・地域における次年度以降の取り進め⽅を検討 

⑤報告書・ナレッジ集の作成 
・事業内容の取りまとめ、結果報告 

・城泊・寺泊の横展開、事業化に向けたマニュアル作成 

 

実施結果 

○セミナーの実施について 

 新型コロナウイルス感染症拡⼤防⽌のため、セミナーは完全オンラインで実施した。城泊編・

寺泊編共に 200 名以上の⽅に参加いただき、9 割以上が「よく理解できた」「ほぼ理解ができた」

と回答しているため、城泊・寺泊の周知という⽬的は⼀定達成することが出来たと考える。 

 トークセッションは城泊・寺泊の取り組み事例をそれぞれお話頂き、城泊・寺泊に取り組む中

でのリアルな部分をお話頂いた。結果アンケートの満⾜度は各回とも⾼く、トークセッションは

セミナー参加者にも満⾜いただける内容になったと考える。 

 ⼀⽅、専⾨家派遣エントリーの希望はあまり⾼くなく、慎重な意⾒が多かった。今後は城泊・

寺泊に取り組む意欲醸成を促す内容を盛り込むことが必要と考える。 
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○専⾨家派遣について 

新型コロナウイルス感染症の影響を懸念したが、城７件、寺 16件、合計 23件のエントリーを

頂くことが出来た。また、本事業に適した地域を選定する精度を⾼める（専⾨家派遣を実施する

ことで事業の⽴ち上がりを促進させる可能性が⾼い地域を選定する）⽬的でヒアリングを実施し

た。城泊・寺泊事業の⽴ち上げには、当事者意識（⾃分たちがやらなければいけない）や事業に

かける想い（城泊・寺泊に取り組みたいという熱意）が重要であるため、ヒアリングでその部分

を聞くことは⾮常に有効だったと考えられる。 

 短い事業期間、及びコロナ禍での事業進⾏となり、効率的に各地域の対応を進めるため、オン

ラインミーティングを積極的に活⽤し、⼀回あたりの現地専⾨家派遣の質を⾼めることを意識し

た。結果、各地域の課題の洗い出し及び解決に向けた取り組みを進めながら事業計画を作成いた

だき、次年度以降も具体的に取り組むことが出来る基盤整備を進めることが出来た。 

 ⼀⽅専⾨家派遣を実施する中で、①新しく地域ビジネスに取り組むという意思決定②城泊・寺

泊を取り組むに当たって地域住⺠や組織内部における理解醸成・合意形成③⽂化財保護法や旅館

業法、都市計画法など関連する法制度の確認 の 3 点が⾮常に重要であることが分かった。この

３点の重要性を今後取り組む⽅に理解していただくことが⼤切であり、セミナーや今回作成した

ナレッジ集での周知が必要と考えられる。 
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第 1章 事業全体の概要 

１.１ 背景・⽬的 

 平成 28年 3⽉に策定された「明⽇の⽇本を⽀える観光ビジョン」において訪⽇外国⼈旅⾏者数

及び旅⾏消費額等 2020 年までの⽬標数値及び、⽬標達成に向けた改⾰の⼀つとして我が国の歴

史や伝統に溢れる公的施設や⽂化財を観光資源として活⽤することが謳われた。政府は同 28年よ

り「歴史的資源を活⽤した観光まちづくりタスクフォース」を⽴ち上げ、古⺠家を始めとした歴

史的資源を観光資源として再⽣・活⽤する取り組みを官⺠連携で推進している。 

このような中、「観光ビジョン実現プログラム 2019」において、地域に点在する城や寺といっ

た歴史的資源を活⽤し「本物の体験」を提供しうる新しい体験型コンテンツについて積極的に⽀

援し、先⾏事例を作り上げ、横展開する⽅針が⽰された。 

 

しかし⽇本全国に城と寺は点在するものの、上記のような活⽤事例は⼀部の城や寺にとどまっ

ており、全国的な取り組みに⾄っていないのが現状である。その理由として何点か想定される課

題がある。 

①城は地⽅⾃治体が所有していることが多く、従来は資料館などの利⽤を通じて、広く公共施設

として住⺠の間に認識されてきたため、宿泊者だけが利⽤できる宿泊施設などの新しい利活⽤

に対しては、住⺠との合意形成が必要となる。同様に、寺院では檀家と呼ばれる寺院を歴史的

に⽀えてきた地域住⺠との合意形成が必要である。 

②寺社によっては宿坊を運営しているケースはあるものの、多くが修⾏・祈祷の便宜を図るため

に作られてきた経緯もあり、低単価・相部屋など従来の⽇本型観光旅⾏における団体旅⾏を想

定した形態が多く、訪⽇外国⼈旅⾏者、とりわけ富裕層に対する磨き上げが⾏われていない。 

 

こうした背景の下、本会は「城泊・寺泊」の取り組みを全国に展開することを⽬的に、既に城

泊・寺泊に取り組んでいる専⾨家・⾃治体関係者による課題把握・アドバイスなど、城泊・寺泊

という新たな利活⽤に向けた課題を整理・解決する初動⽀援を⾏う事務局として「城泊・寺泊に

よる歴史的資源の活⽤事業（城泊・寺泊専⾨家派遣）」を提案した結果、観光庁より本事業の事務

局に採択された。 
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１.２ 事業の内容 

 本事業では、地域への初動支援を行う事務局として専門家の派遣業務のほか、城泊・寺泊の知

名度向上に資する業務、また、城泊・寺泊が持続可能な地域のコンテンツとなるための取り組み

を支援する様々な業務を行い、城や寺などの歴史的資源を活用した体験型宿泊コンテンツの取り

組みの全国的な展開を図ることが求められる。 

本事業に含まれる主な活動は以下の通りである。活動の詳細は第２章以降に示す。 

①城泊・寺泊の取り組みの周知 

 城泊・寺泊の取り組みの周知と専門家派遣にエントリーする地域の掘り起しを目的にランディ

ングページを作成し、城泊・寺泊による歴史的資源の活用セミナーを実施する。 

②支援地域の選定及び支援地域、専門家との支援内容の調整 

 既に城泊・寺泊に取り組んでいる専門家による課題把握・アドバイスなど、城泊・寺泊という

新たな利活用に向けた課題の整理・解決を目的とした専門家派遣を行うため、支援地域の選定及

び支援内容の調整を行う。 

③専門家の派遣による支援の実施 

 エントリー内容を検討し、各地域の課題に合わせ、専門家の現地派遣や WEB ミーティングな

どの支援を行う。専門家派遣による支援の終了後、支援の効果を検証するため、フォローアップ

調査を実施し、城泊・寺泊を推進するためのナレッジを取りまとめる。 

 

１.３ 事業実施体制及びスケジュール 

本事業を効果的・効率的に実施するために、以下の実施体制を整えて、活動スケジュールを計

画した。 

 

図 事業実施体制図 
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 6⽉ 7⽉ 8⽉ 9⽉ 10⽉ 11⽉ 12⽉ 1⽉ 2⽉ 3⽉ 

ランディングページの作成           

セミナーの開催           

エントリー地域の選定           

専⾨家派遣の実施           

フォローアップ調査の実施           

実績報告書およびナレッジ

集の作成 

          

図 活動スケジュール 

 

１.４ 専⾨家について 
 専⾨家については、城泊・寺泊に既に取り組む⺠間事業者の内、歴史的資源を活⽤した観光ま

ちづくりの観点など専⾨的知⾒を有した⽅を観光庁が選定した。選定した専⾨家は以下の４名で

ある。専⾨家には各地域への初動⽀援の他、取り組みの周知を⽬的としたセミナーに講師として

登壇頂いた。 

○城泊 

⽒名 役職 城泊取組地域 

上⼭康博⽒ 株式会社百戦錬磨 代表取締役社⻑ 平⼾城（⻑崎県平⼾市） 

他⼒野淳⽒ バリューマネジメント株式会社 代表取締役 ⼤洲城（愛媛県⼤洲市） 

○寺泊 

⽒名 役職 寺泊取組地域  

佐藤真⾐⽒ 株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ ⾼⼭善光寺（岐⾩県⾼⼭市） 他 

和栗隆史⽒ ⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 三井寺（滋賀県⼤津市） 他 
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第 2章 城泊・寺泊の取り組みの周知 

２.１ 城泊・寺泊ランディングページの作成 
 城泊・寺泊の取り組みの周知、「城泊・寺泊による歴史的資源の活⽤セミナー」の開催告知及び

参加登録、城泊・寺泊専⾨家派遣のエントリーを⽬的として、専⽤のランディングページ（WEB

サイト）を作成した。 

ランディングページのサイトマップ、及び各ページの説明は下記の通り。「城泊・寺泊による歴

史的資源の活⽤セミナー」の参加申し込み、及び城泊・寺泊専⾨家派遣のエントリーは WEB か

ら出来るように設定した。また利便性を考慮し、スマートフォンからのアクセスも考えたデザイ

ンとした。 

 

図 ランディングページのサイトマップ 

 

表 ランディングページの内容 

ページ 内容 

①城泊・寺泊とは ・城泊・寺泊の概要、先進的取り組み事例の紹介 

②セミナー ・「城泊・寺泊による歴史的資源の活⽤セミナー」の概要 

・参加申し込みページのリンク（申し込みページはグーグルフォ

ームを活⽤） 

・セミナー終了後、当⽇の内容を動画でアップロードしたページ

を追加 

③専⾨家派遣 ・専⾨家派遣の概要 

・エントリー⽅法の紹介、及びエントリーシートのダウンロード 

④お問い合わせ ・城泊・寺泊について、セミナー、専⾨家派遣についてのお問い

合わせ窓⼝（お問い合わせフォームはグーグルフォームを活⽤） 

 

 

トップページ

①城泊・寺泊とは ②セミナー

セミナーページ

申し込みページ（グーグルフォームを活⽤）

③専⾨家派遣

専⾨家派遣

ページ

④お問い合わせ
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図 ランディングページのトップページ 

https://shirohaku-terahaku.com/ 

 

２.２ 城泊・寺泊による歴史的資源の活⽤セミナーの開催 

（１）開催概要 

 城泊・寺泊の周知、及び専⾨家派遣事業のエントリー地域の掘り起こしを⽬的に、「城泊・寺泊

による歴史的資源の活⽤セミナー」を実施した。開催概要は下記の通り。 

 なおオンライン配信の関係上、正確な参加者数は把握できないため、配信中にセミナーにアク

セス頂いた⼈数を併記する。 

項⽬ 内容 

⽬的 ・城泊・寺泊という新しい概念を周知する 

・専⾨家派遣事業について、エントリー地域を掘り起こす 

参加対象者 ⾃⾝の活動範囲に城郭や寺社があり、体験型宿泊コンテンツとして活⽤を

検討している、もしくは意欲がある⽅。新しい体験型宿泊コンテンツに興

味がある⽅。地⽅⾃治体、観光地域づくり法⼈（DMO）、旅⾏会社、宿坊

経営者、寺社関係者、その他⺠間団体など。※⼀般の⽅も含む。 

実施形態 Microsoft Teamsを活⽤したオンラインセミナー（事前申し込み制） 

城泊編 名古屋城本丸御殿孔雀之間（愛知県名古屋市中区本丸 1番 1号） 

⽇時 令和 2年 8⽉ 6⽇（⽊） 13：30〜15：40 

申込者数 220名（アクセス数：341名） 

講演者 13：30〜13：50 城泊・寺泊等歴史的資源の活⽤について 

観光庁 観光資源課 課⻑補佐 平出要 

 13：50〜14：30 城泊の取り組みトークセッション① 

株式会社百戦錬磨 代表取締役社⻑ 上⼭康博⽒ 

平⼾市⽂化観光商⼯部観光課 観光振興班⻑ 藤⽥親央⽒ 

 14：40〜15：20 城泊の取り組みトークセッション② 
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バリューマネジメント株式会社 代表取締役 他⼒野淳⽒ 

⼀般社団法⼈キタ・マネジメント 事務局次⻑ 村中元⽒ 

 15：20〜15：40 専⾨家派遣について 

⼀般社団法⼈全国農協観光協会（事務局） 

寺泊編 仁和寺⼤内の間（京都府京都市右京区御室⼤内 33） 

⽇時 令和 2年 8⽉ 7⽇（⾦） 13：30〜15：40 

申込者数 250名（アクセス数：276名） 

講演者 13：30〜13：50 城泊・寺泊等歴史的資源の活⽤について 

観光庁 観光資源課 課⻑補佐 平出要 

 13：50〜14：30 寺泊の取り組みトークセッション① 

⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史⽒ 

株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐⽒ 

 14：40〜15：20 城泊の取り組みトークセッション② 

⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史⽒ 

株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐⽒ 

総本⼭仁和寺 執⾏⻑ 真⾔宗御室派宗務総⻑ 吉⽥正裕⽒ 

 15：20〜15：40 専⾨家派遣について 

⼀般社団法⼈全国農協観光協会（事務局） 

 

（２）観光庁との事前協議 

上記セミナーに先⽴ち、セミナー開催イメージのすり合わせと、今後の進め⽅を確認すること

を⽬的として、 観光庁観光資源課と打合せを⾏った。協議事項は下記の通り。 

表 観光庁との事前協議事項の概要 

開催⽬的 城泊・寺泊を企画・運営をしている事業者と城泊に取り組む⾃治体担当者、

または寺泊に取り組む寺社関係者が討論することで、来場者に対して城

泊・寺泊の実施イメージをお伝えし、取り組む際のポイントを理解いただ

くことで、城泊・寺泊を周知し、専⾨家派遣のエントリー地域を掘り起こ

す。 

開催⽅法 新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌のため、オンラインによる開催とする。 

開催回数 

開催地 

開催時期 

城泊・寺泊各 1回 

城、寺または関係施設 

令和 2年 8⽉上旬 

対象者 ⾃⾝の活動範囲に城や寺があり、体験型宿泊コンテンツとして活⽤を検討

している、もしくは意欲がある⽅。新しい体験型宿泊コンテンツに興味が

ある⽅。地⽅⾃治体、観光地域づくり法⼈（DMO）、旅⾏会社、宿坊経営

者、寺社関係者、その他⺠間団体など。※⼀般の⽅も含む。 

各回 200名を定員とする。 
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構成 3つのパートに分けた構成とする。 

①城泊・寺泊等歴史的資源の活⽤について 

 観光庁より城泊・寺泊の施策説明を頂き、城泊・寺泊のイメージをお伝

えする。 

②城泊・寺泊トークセッション 

 城泊・寺泊に取り組んでいる事業者、関係者に登壇頂き、取り組みの経

過や現状、取り組みのポイント等を講演頂く。 

③専⾨家派遣について 

 事務局より、専⾨家派遣の事業概要やエントリー⽅法、エントリーのポ

イント等を説明し、専⾨家派遣のエントリーを促す。 

トークセッ

ションのテ

ーマ 

城泊・寺泊に取り組む上でポイントとなる 3点について、登壇者に討論い

ただく。 

①城泊・寺泊に取り組む意義 

城泊・寺泊を始められたきっかけ、課題・問題意識、城泊・寺泊に取り

組む想い 

②城泊・寺泊に取り組む体制づくり 

事業のコンセプトの作り⽅、具現化するための仲間づくり、組織改⾰ 

③資源の磨き上げ 

コンセプトに基づいた宿泊施設の作り込みや体験コンテンツの整備⽅

法など 

登壇者 既に城泊・寺泊に取り組んでいる事業者、及び寺社関係者 

城泊トークセッション① ⻑崎県平⼾市 平⼾城での取り組み事例 

株式会社百戦錬磨 代表取締役社⻑ 上⼭康博⽒ 

平⼾市⽂化観光商⼯部観光課 観光振興班⻑ 藤⽥親央⽒ 

 城泊トークセッション② 愛媛県⼤洲市 ⼤洲城での取り組み事例 

  バリューマネジメント株式会社 代表取締役 他⼒野淳⽒ 

⼀般社団法⼈キタ・マネジメント 事務局次⻑ 村中元⽒ 

 寺泊トークセッション① 地域の宿坊における寺泊の取り組み 

  ⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史⽒ 

株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐⽒ 

 寺泊トークセッション② 総本⼭級の寺泊の取り組み 

  ⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史⽒ 

株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐⽒ 

総本⼭仁和寺 執⾏⻑ 真⾔宗御室派宗務総⻑ 吉⽥正裕⽒ 

 

 

 

 

9



（３）セミナー開催の告知 

前述のランディングページにセミナーの告知ページを作成し、開催概要の周知とグーグルフォ

ームによる参加申し込みの受け付けを⾏った。 

 

図 セミナーの告知ページ 

 

 併せて、本セミナーへの参加告知では、上記ランディングページでの告知や本会から e-mailに

よる関連しうる団体・企業への参加呼びかけに加え、以下の協⼒を得ながら広く周知を図った。 

・観光庁・各地⽅運輸局：観光庁 HP内での告知、⾃治体や DMO地域への告知 

・農林⽔産省・各地⽅農政局：農泊取組地域や⾃治体への告知 

・⽂化庁、総務省：関連⾃治体への告知 

 ・⽇本ファームステイ協会：メールマガジンによる関連団体・企業、農泊取組地域への告知 

 

（４）セミナー開催の準備 

 ①アンケートフォームの作成 

  更なる城泊・寺泊の推進に向けた課題を明らかにすることを⽬的として、本セミナーでは来

場者に対するアンケート調査を実施することを決め、観光庁との協議を経て、アンケートフォ

ームを作成した 。 

  オンラインセミナーのため、アンケートはグーグルフォームにて作成した。案内のメールに

アンケートの URLを添付することに併せて、セミナー当⽇はQRコードを案内し、⼿軽にアン

ケートを回答出来るようにした。（アンケートの詳細については巻末資料参照） 
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図 アンケートページ 

 ②資料の準備 

  本セミナーで準備した資料は下記の表の通りである。セミナー当⽇は配信システムの画⾯共

有機能を使い資料を公開し、セミナー終了後には、動画のオンデマンド配信と併せて資料をラ

ンディングページに掲載した。 

表 配布資料⼀覧 

資料名 作成者・特記事項 

セミナーの案内 ・事務局 

城泊・寺泊による歴史的資源の活⽤事業 ・観光庁（施策情報説明資料） 

講演資料 ・講演者（発表⽤プレゼンテーション資料） 

城泊・寺泊専⾨家派遣について ・事務局（専⾨家派遣事業説明資料） 

 

 ③配信システムの準備 

  本セミナーは Microsoft Teamsのライブイベント機能を活⽤して配信を実施した。事前に申

し込みいただいた⽅のメールアドレスに、当⽇の視聴 URLを案内することで対応した。 

  配信する PC以外にカメラを 2台、資料の画⾯共有⽤の PCを 1台設置し、適宜映像を切り

替えたり 2画⾯を同時に写したりなど、会場の雰囲気を出来る限り伝えるように⼯夫をした。 

  また城泊・寺泊を広く情報発信するため、セミナー実施後に配信した映像を YouTubeにて公

開し、前述のランディングページに講演資料と併せて公開した。 

  
図 ランディングページの動画公開ページ 
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（５）トークセッションの内容 

 本セミナーでは下表の通り、7 名（城泊編 4 名、寺泊編 3 名）の専⾨家にトークセッション

に登壇して頂いた。以下、トークセッション（城泊編：8⽉ 6⽇ 寺泊編：8⽉ 7⽇）での議論

の概要を記載する。 

表 トークセッション登壇者⼀覧 

講演者（敬称略） 会場 

①株式会社百戦錬磨 代表取締役社⻑ 上⼭康博 城泊編① 

②平⼾市 ⽂化観光商⼯部 観光課 観光振興班⻑ 藤⽥親央 城泊編① 

③バリューマネジメント株式会社 代表取締役 他⼒野淳 城泊編② 

④⼀般社団法⼈キタ・マネジメント 事務局次⻑ 村中元 城泊編② 

⑤⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史 寺泊編①、寺泊編② 

⑥株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐ 寺泊編①、寺泊編② 

⑦総本⼭仁和寺 執⾏⻑ 真⾔宗御室派宗務総⻑ 吉⽥正裕 寺泊編② 

 

 ①株式会社百戦錬磨 代表取締役社⻑ 上⼭康博 

KLab 株式会社取締役事業本部⻑を経て 2007年、楽天トラベル執⾏役員に就任。数々の先

進事業を開発、新規サービスの⽴ち上げに従事したのち、楽天トラベルを退職。2012年株

式会社百戦錬磨を設⽴し、同社代表取締役社⻑に就任。ICT を活⽤した需要創造型の新た

な旅⾏サービスを切り開く。観光庁観光産業政策検討会委員等を歴任し、合法な⺠泊を推

進している事業者として、⾃⺠党の観光⽴国調査会、内閣官房の規制制度改⾰分科会等の

各種会議に参加。現在は⽇本ファームステイ協会 代表理事、住宅宿泊協会 代表理事、歴

史的資源を活⽤した専⾨家会議 構成員に就任。 

 ・平⼾城で城泊に取り組んだ経緯：2017年に国内初となる天守に泊まる宿泊イベントを平⼾城

にて実施した。実施したところ国内外問わず⼤きな反響を頂き、本格的に事業化に向けて取

り組むことを平⼾市と合意。観光施設として活⽤されておらず、倉庫のようになっていた懐

柔櫓を改修し、365⽇宿泊できる施設として事業化を予定している。 

・城泊の可能性：我が国に残る多くの城は、1960年くらいに建築されており、現在の基準から

すると耐震基準を満たしていないものが多い。今後数年間のうちに耐震⼯事が必要となるケ

ースが多いため、この⼯事と併せて城の更なる活⽤を考えるいい機会に来ていると考えてい

る。平⼾城では⼀年後に予定していた改修⼯事を早め、懐柔櫓の改修と同時に天守閣のリニ

ューアルも進めている。 

・観光の⽬的地となること：これから旅⾏会社の存在は⼩さくなり、お客様が⾃ら⾏きたい地

域を選び取る時代になる。その中にあって地域は「なぜここに⾏くのか」という明確な移動

⽬的となるものを作り上げる必要がある。そのためには、資源の磨き上げも重要だが、場合

によっては「創造」することも考えるべきである。 
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・ＪＶ（ジョイントベンチャー）を活⽤した事業体：今回事業に取り組むに当たっては、株式

会社百戦錬磨のグループ企業である Kessha株式会社やＪＡＬ、株式会社アトリエ・天⼯⼈の

3 社によるＪＶを組成した。それぞれが持つ特性を⽣かし、役割分担をして取り組むことが

出来ていると感じている。 

・城泊の挑戦について：今回初めての試みとして城泊を⽴ち上げたが、もちろんハードルはあ

るものの、どれも解決をしていくことは可能であった。城泊は地域の誇りである城の活性化

だけではなく、地域を活性化する⼤きな切り札であるので、城を保有している地域は是⾮取

り組んでいただきたい。 

 

 ②平⼾市 ⽂化観光商⼯部 観光課 観光振興班⻑ 藤⽥親央 

1973 年⽣まれ。平⼾市⽣⽉町在住。1993 年に旧⽣⽉町役場に⼊庁し、住⺠課や教育委員

会を経て、2005年旧平⼾市、旧⽣⽉町、旧⽥平町、旧⼤島村が合併し「平⼾市」が誕⽣。

その後、企画財政課や⽔産課を経て、2019年に観光課へ異動し、現職。⽇本 100名城初と

なる平⼾城の宿泊施設整備を担当する。現在は施設も完成し、運営事業者と開業に向け奮

闘中。 

 ・事業に取り組んだ経緯：平⼾市はオランダ商館やカトリック教会など、異国⽂化の影響を受

けた歴史的な建物が多く残るまちである。平⼾市にとって観光は基幹産業の⼀つであり、平

⼾⼤橋が開通した 1977年には観光客は 198万⼈が訪れたが、令和元年は 177万⼈にまで減

少している。平⼾城の来場者数も 1981年は 23万⼈ 6千⼈となっていたが、令和元年は約 7

万⼈にまで落ち込んだ。そうした状況から市としても、まちの基幹産業である観光を復活し

盛り上げていくことが課題となっていた。2012年吉本興業とのコラボ「あなたの街に住みま

す芸⼈」にて平⼾城に 4 か⽉住んでもらった。その後 2017 年に株式会社百戦錬磨からの提

案で⼀⽇⼀組限定の天守閣の宿泊イベントを実施した。この時の応募者数が約 7,500 組もあ

り、外国⼈からの応募が半分以上を占めていた。この結果を受けて、平⼾城を活⽤した訪⽇

外国⼈旅⾏客を呼び込む起爆剤となる宿泊事業化に市を挙げて取り組むことになった。 

 ・交付⾦を活⽤した事業展開：城泊を始めるに当たって、まず課題となるのは財政的な問題で

ある。平⼾市では内閣府の「地⽅創⽣推進交付⾦」を活⽤し施設改修にかかる費⽤補助を頂

きながら進めた。今後城泊に取り組む⾃治体にあっては、国の交付⾦を活⽤することも検討

すると良いと思う。 

・地域内外の体制づくり：市を挙げて取り組むために、市の内部でプロジェクト会議を⽴ち上

げ、市⻑、副市⻑を始め各部⻑がメンバーに⼊り城泊実現に向けた様々な課題を検討した。

また当初の事業スタートは 2020 年 7 ⽉を予定したため、とにかく時間が無かった。しかし

何より最優先にやるべきという市全体の機運や、ＪＶの協⼒もあり、何とか間に合わせるこ

とが出来た。城泊に取り組むに当たっては、市内部の体制づくりもさることながら、外部の

事業者との連携も重要である。 
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・法制度の整理：城泊を取り組むに当たっては、関連する法制度の確認・整理が必要であった。

今回は特に旅館業法許可を取得して取り組んだため、⽔回りや消防設備の設置が必要であっ

た。また浄化槽の設置が必要であったため、埋蔵⽂化財がないかの確認を⾏った。その他、

耐震構造の確認も重要である。 

・地域資源の⾯的活⽤：今回のプロジェクトは城だけではなく、城を中⼼に地域全体を盛り上

げること（まちづくり）を⽬的に取り組んでいる。平⼾には城以外にも城下町や春⽇集落と

いう農⼭村漁村地域がありそれらも巻き込んだ体験コンテンツを検討している。平⼾市では

滞在型観光推進協議会という組織を組成し、農林⽔産省の農⼭漁村進⾏交付⾦を活⽤してコ

ンテンツ造成を進めているところである。将来的には平⼾城の宿泊だけではなく、春⽇集落

での宿泊も造成し、滞在時間の増加及び平⼾の様々な魅⼒を知って頂きリピーターを創出し

ていきたいと考えている。 

 

 ③バリューマネジメント株式会社 代表取締役 他⼒野淳 

2005 年バリューマネジメント株式会社設⽴、代表取締役に就任。⽂化財など伝統的建造

物、⾏政の遊休施設の修復運⽤や、ホテルや旅館、結婚式場などの施設再⽣を⾏う。「施設

再⽣から地域を活性化に繋げ、⽇本独⾃の⽂化を紡ぐ」がテーマ。グローバル起業家団体 

EO OSAKA（EntrepreneursOrganization）元会⻑。地域づくり活動⽀援組織地域資産活⽤

協議会（Opera）副会⻑。婚礼業界活性化組織 次世代ブライダル協議会代表理事、⼀般社

団法⼈インバウンドベンチャー会会⻑。内閣官房観光戦略実⾏推進室 歴史的資源を活⽤し

た観光まちづくりユニットメンバー。 

 ・⼤洲城でのキャッスルステイの取り組み概要：⼤洲に来ていただき、⼤洲の歴史・⽂化全て

を体験いただきたいたいという想いで取り組んでいる。⼤洲を多くの⽅々に知って頂くと同

時に、⼤洲に住む地域の⽅々に⼤洲の魅⼒を再発⾒してもらうことを⽬的としている。 

 ・事業の⽬的：城泊は官⺠連携事業であり、⼤洲城を中⼼とした観光まちづくりとして取り組

んでいる。また⼤洲城の保存が⼤前提であり、保存をするための資⾦調達として観光活⽤に

取り組んでいる。従来⽂化財の保全は税⾦を投資して⾏っていたが、⼈⼝減少による税収減

もあり、⽂化財の保全は税⾦だけでは難しくなっているのが現状である。そうした際に⽂化

財を活⽤しそれで得た収益を使って保存をしていくことが、今後は望ましいと考えている。 

・地域の熱意が重要：様々な地域を⾒させていただく機会があるが、地域内部での合意形成や

取り組みに対する熱の⼊り⽅は様々である。⼤洲の⽅々は熱意を持ってまちづくりに取り組

まれているように感じており、その熱意が地域の様々なことを動かしたと思う。⾃分もその

熱意に動かされた⼀⼈。地域の頑張りが無ければ、⼤洲城も臥⿓⼭荘も「活⽤できないよね」

という⼀般論で終わっていたと思う。 

・⽂化財の活⽤について最⼤限出来ることを探す：⽂化財はそもそも保存が前提であり傷つけ

るようなことはできない。また公的な資⾦が⼊っていることもあり広く⼀般に公開すること

が謳われている。しかし⼤洲城の場合は 9時〜17時の公開時間以降は公開していなかったの
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で、その時間を活⽤することが可能である。また活⽤に当たっても、傷つけないように最⼤

限活⽤することは可能である。⼤洲でも最⼤限活⽤できる⽅法はないか⼤洲市と⼀緒に考え

て事業化に取り組んだ。 

・合意形成のための取り組みの積み重ねが重要である：⼤洲市内部での合意形成に加えて、市

議会での合意形成、⼤洲城を保存している⽅々の合意形成が重要であり、それぞれに対して

丁寧な説明が必要であった。そのため住⺠向けのシンポジウムの開催（歴史的資源活⽤の専

⾨家として登壇し、保存を前提とした観光まちづくりの重要性を発信）、⼤洲市との連携協定

締結の発信（⼤洲市が保存のための活⽤に舵を切ったということを広く発信）が⼤きなター

ニングポイントだったと感じる。こうした取り組みの積み重ねと順を追った推進が⼤事であ

る。また発信するときは、「なぜ取り組むのか（⼤洲の未来のために観光まちづくりに取り組

み、⼤洲のまちのアイコンとして、保存のために城を活⽤する）」ということを正しく発信す

ることが重要である。 

・資源の磨き上げのポイント：お城に関わる体験は全て本物であるため、完成度も⾼いと感じ

ている。それに加えて、まち全体を体感するためには城下町全体を活⽤する（磨き上げる）

ことが重要である。「⼤洲に来るから出来ること」（わざわざ来る⽬的になるもの）をどこま

で込められるかが重要である。磨き上げのポイントは、まちの魅⼒を正しく表現し伝えるこ

とであり、それを運営は事業者、運営までの環境整備を DMOが担当するといった役割分担

の検討が必要である。 

・城泊はまちの未来を考えること：活⽤の⽅法は地域のそれぞれの合意形成によって変わるが、

城泊はまちづくりであることと同時に、まちの宝を保存するために活⽤する取り組みである。

お城を開いていくことで地域にスポットが当たり、まちの活性化につながる。是⾮まちの未

来を考えて頂きたい。 

  

 ④⼀般社団法⼈キタ・マネジメント 事務局次⻑ 村中元 

⼤洲市役所⼊庁後、市教育委員会で⽂化財を担当。1999年から⼤洲城天守閣復元事業を担

当。2005年から市町村合併後の財政を担当。主に地⽅交付税、地⽅債など財源分野を担当。

2010 年からは、清⽔裕市⻑（国⼟交通省出⾝）の秘書を務める。2015 年からまちづくり

を担当し、歴史的資源を活⽤した官⺠連携による観光まちづくりを推進。地域 DMO の設

⽴、城下町での分散型ホテルの整備、城泊事業に携わる。2020年から地域 DMOの⼀般社

団法⼈キタ・マネジメント事務局次⻑に就任（⼤洲市役所観光まちづくり課職員と兼務）。 

 ・事業に取り組んだ経緯：地域の歴史的資源を後世に残していきたいという想いから始めた。

そのための課題は、地域の歴史的資源の価値をどうやって経済的な価値に換えていくかを考

えることである。⼤洲にとって中⼼となる歴史的資源は⼤洲城であるため城を活⽤した事業

に取り組み始めた。歴史的価値を経済的価値に変換していく作業は⾏政にとっての課題であ

るが、同時に⾏政が得意ではない分野である。外部の事業者を探していたところバリューマ

ネジメントと出会い、3年ほどかけてここまでたどり着いた。 
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 ・地域住⺠との合意形成：お城に対して持っている価値は年齢や⼈によって様々であることに

加えて、「保存から活⽤へ」の価値転換が必要であるため、地域住⺠の合意形成を得ることは

⾮常にパワーが必要だった。住⺠説明会を何度も⾏い、その度に厳しいご意⾒も頂いたが、

⼤洲市の何⼗年後を考え、今ある⼤切なものをどうやって後世に残すかを考えるという観点

から説明させて頂いた。その甲斐もあって住⺠の理解も次第に頂き、今では多くの⽅に応援

頂けるようになった。城主体験提供の際は、⾮常に多くの地域の⽅が協⼒してくださってい

る。DMOの⽴場としては、この輪をさらに広げていくことが必要と考えている。 

 ・法制度の整理：今回の取り組みを実現させるために、建築基準法、⽂化財保護法、旅館業法、

消防法、様々な法制度の整理・対応が必要であった。構想から考えるとおよそ 2 年半かかっ

ている。各法制度について、⼀つ⼀つ丁寧な確認・対応が必要であり、それらの基盤が出来

た上で、合意形成に⼊っていくことが重要である。 

 ・事業者との連携：合意形成のためにもう⼀つ重要であったのは、保存のための活⽤事業スキ

ーム（事業第⼀ではなく、収益がこれからの⽂化財の維持保全に活⽤される仕組み）を事業

者と⼀緒に作り上げ、正しくその連携を周囲にお⾒せしていくことである。また他⼒野代表

は内閣官房の専⾨家であり、多くの知⾒をお持ちであることから、⾮常に説得⼒があったこ

とも成功の要因である。保存のための活⽤である前提を正しく理解された事業者を⾒つけ、

⼀緒に事業を作り上げていくことが重要である。 

 ・城泊で旅の楽しみが広がる：先⽇初めてのお客様をお迎えして、取り組みの⽬的もよくご理

解していただいた。これから城泊の取り組みが全国に広がれば旅の楽しみ⽅も変わってくる

と思う。是⾮全国に広まって欲しい。 

 

 ⑤⼀般社団法⼈全国寺社観光協会 企画室⻑ 和栗隆史 

旅・グルメ・情報番組を⼿がける放送作家・プロデューサーを 30 年、⼤阪府公⽴学校⻑

（府⽴⾼校校⻑）を経て現職。雑誌『寺社 Now』の連載「テラハク」にて、近年全国各地

で新規開設の動きが⾒られる宿坊の先進事例を取材する⼀⽅で、宿坊のポータルサイト「テ

ラハク」を企画監修。また、⼤阪府⽴⼤学⼤学院に在籍する社会⼈ドクター（経済学専攻

／観光・地域創造分野）として、古代インド・⻄域から現代の⽇本まで宗教施設による宿

泊供給の諸相や宿坊経営の実態、宿坊を活⽤した観光まちづくりなどをおもなテーマに実

践的な研究活動を展開している。 

 ・⼀般社団法⼈全国寺社観光協会の概要：⼀⼈でも多くの⽅にお寺・神社に⾜を運んでいただ

くことを理念に、観光、観光まちづくりの観点から様々な活動をしている。現在はコロナ禍

で⼈の移動が制限される中、オンラインによるお参り（オンライン参拝）を⼿掛けている。

協⼒会社として株式会社和空があり、そちらでは泊まって楽しむ体験型宿泊コンテンツとし

て、宿坊「和空 下寺町」「和空 三井寺」などを運営している。また 2018年より全国の宿坊

のポータルサイト「テラハク」を運営している。全国の寺社とやり取りをしており、宗派を

超えた寺社の情報誌として「寺社 Now」を発⾏している。 
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 ・宿坊のメリット：宿坊事業はお寺と地域を活性化させる地域貢献事業と考えている。お寺は

古くから地域の信仰を集め、地域の中⼼的な役割を果たしている。そのため地域とお寺は切

っても切り離せない関係である。お寺が宿泊者（観光客）を受け⼊れることで、過疎化が進

む地⽅への誘客、経済効果、空き部屋や空き家の活⽤促進、⼈と⼈との交流が⽣まれ、結果

地域貢献につながる。またお寺の新規ビジネスとして取り組むことで、檀家数が減少し運営

が苦しくなる地⽅の末寺の持続にもつながる。 

 ・地域の中⼼としてのお寺の演出：お寺は地域と切っても切り離せない関係にあるため、お寺

の衰退は地域の衰退にもつながる（逆もまた然り）。近年はお寺をきっかけとした地域活性化

が進んでいる。⻘森県⼤間町の普賢院のケースでは、宿坊で出す⾷事の⾷材は殆どが地元⼤

間のものを使っており、お寺の地域貢献の成果が表れていると感じている（お寺が地域の中

でしっかりと関係性を築いているからこそ、地域住⺠も快く⾷材を提供している）。また地域

住⺠も応援してくれており、地域の⽅のご厚意でマグロ漁の現場を⾒学出来たり、新鮮なマ

グロを⾷べさせてくれたりする。そうした地域とお寺の関係性を感じられることが宿坊の醍

醐味であり、そこに観光客はお⾦を出してくれる。こうしたことがお寺が宿坊に取り組むべ

き最⼤の理由である。 

 ・「和空 三井寺」の取り組みの概要：全国寺社観光協会の協⼒会社である株式会社和空では、

滋賀県⼤津市にある天台宗の総本⼭の三井寺の空き家（僧房）を借り受けて、1泊 30万円で

宿泊施設を運営している。仁和寺と同じく、宿泊すると境内貸し切りで楽しめるほか、修験

寺院ならではの⼭伏の体験も可能である。また⼤津は歴史や⽂化も豊富な料亭も数多くあり、

それらの料亭の⾷事を取り寄せることも可能である。宿泊者にはバトラーが付き、希望に応

じたコンテンツを楽しむことが出来る。 

 ・「和空 三井寺」取り組みのきっかけ：かつて⼤津は⼤変な賑わいを誇っていたが、現在では

京都の陰に隠れてしまい当時の賑わいは影を潜めている。その中⼼にいた三井寺はもう⼀度

地域を盛り上げたいという思いが強く、三井寺から和空に相談があったことがこの取り組み

のきっかけである。⼤きな売り上げが出ているわけではないが、⼤津の地域活性化のきっか

けとしてまず取り組むという想いからスタートした。 

 ・取り組みの体制づくり：三井寺のプロジェクトの資⾦は全て和空で準備したが、リスクも⾼

くなるためあまりお勧めしない。現在では国からの⽀援も整ってきているため、これから取

り組む⽅は、是⾮そうした⽀援も受けて取り組むことをお勧めする。 

 ・コロナ禍における取り組み：仁和寺と同じく、宿泊以外の活⽤⽅法も検討しているところで

あり、例えばワーケーションの場として⻑期滞在のプランを準備している。観光庁の「城泊・

寺泊」の政策はコロナ以前に⽴てられたものであり、外国⼈受け⼊れが前提であるが、今後

は国内客の獲得も重要な視点であると考えている。 

 ・地域との関わり⽅：三井寺のような総本⼭と地域のお寺ではお寺の在り⽅が異なるため、地

域との関わり⽅も異なる。とはいえ地域という意味では同⼀なので、地域との関係性をもう

⼀度⾒つめなおすことが重要である。 

17



 ⑥株式会社シェアウィング 代表取締役社⻑ 佐藤真⾐ 

埼⽟県浦和市⽣まれ。早稲⽥⼤学スポーツ科学科卒業。学⽣時代にインターンシップでベ

ンチャースピリッツに触れ将来の独⽴を決意。独⽴系ベンチャーキャピタルウィルキャピ

タルマネジメント株式会社にてライフスタイル分野の投資先発掘、投資育成を担当。担当

投資先のアロマ空間演出メーカーに転職。2006年 26歳にてスパプランニング会社、有限

会社ホットマーク創業。14年で 120か所以上の岩盤浴、ホットヨガ施設を企画、施⼯事。

2016 年に⻑年縁ある雲林院奈央⼦と上⽥浩司の 3 ⼈でシェアウィングを共同代表取締役

として創業。ホットでほっとできる、わくわくする場づくりが趣味でもあり、ライフワー

ク。 

 ・株式会社シェアウィングの概要：「お寺とテクノロジーでワクワクする空間を」というビジョ

ンのもとに、2016年に設⽴。2017年に岐⾩県⾼⼭市の⾼⼭善光寺の宿坊の運営を⽪切りに、

現在では 6 軒の運営及び運営補助を⾏っている。現在⾼⼭善光寺では、訪⽇外国⼈を中⼼に

年間 4,000⼈が訪れており、収⼊も 4 倍近くに増えた。お寺への関わり⽅は様々あり、⾼⼭

善光寺のように直接運営をしているパターンの他、運営や情報発信、予約などのコンサルテ

ィングという形で関わるパターンもあり、地域・お寺の事情に合わせて様々なサービスを提

供している。お寺の宿泊事業「お寺ステイ」の他、「寺ワーク」も始めており、コロナ禍で需

要が増えているリモートワークのスペース貸し事業も展開している。 

 ・地域によって異なる寺泊の形態：様々な地域のお寺をお⼿伝いしている中で、地域によって寺

泊の運営の仕⽅も様々あると考えている。⾼⼭善光寺では、地域住⺠の⽅が⾏っているヨガ教

室や着付け教室も体験メニューとして取り⼊れ、地域住⺠との交流をポイントとしている。 

 ・宿坊を始めるためにお寺の規模は関係ない：仁和寺や三井寺など、⼤きなお寺での宿坊が話

題になるが、シェアウィングがお⼿伝いしているお寺には規模の⼤きいところはなく、⾼⼭

善光寺では住職は東京に住んでいらっしゃるような状況。宿坊を始める際には、規模の⼤⼩

よりも、「このお寺を何とか存続させたい」という気持ちが⼀番⼤切である。 

 ・コロナ禍における宿坊の取り組み：シェアウィングでは 9 ⽉から「オンライン宿坊」という

サービスを始める計画である。これは家にいながらでもお寺の体験が出来るオンラインイベ

ント。こうした取り組みからお寺をもっと⾝近に感じて頂き、お寺に実際に⾏ってみたいと

思ってもらえる場づくりをしていきたい。こうした取り組みは、旅館業法の許可が取れない

お寺でも可能であり、寺泊のすそ野を広げることができるものと考えている。 

 ・今が絶好の機会：宿坊のビジネスを始めて 4 年経ったが、当初は全く宿泊業を知らないとこ

ろから始めた。真剣に取り組めば地域も受け⼊れてくれるし、国もこのように応援してくれ

る時代になった。今はとてもいい機会だと思うので、是⾮挑戦して頂きたい。 
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 ⑦総本⼭仁和寺 執⾏⻑ 真⾔宗御室派宗務総⻑ 吉⽥正裕 

1960年広島県廿⽇市市⼤聖院に⽣まれる。1983年種智院⼤学仏教学部卒業後、1984 年から

⼤聖院に勤務。1998年真⾔宗御室派⼤本⼭⼤聖院第 77代座主（住職）を拝命。1998年広島

⻘年会議所理事⻑、2000年全真⾔宗⻘年連盟副理事⻑、2001年宮島観光協会副会⻑、2005年

真⾔宗御室派広島宗務⽀所⻑、2016年同派宗会議員議⻑を歴任後、2018年より現職。 

 ・仁和寺の取り組み及び「いろはにほんプロジェクト」の概要：仁和寺では⽇本財団の「いろ

はにほんプロジェクト」に参画して、境内にある「松林庵」を改装し、1 泊 100 万円の宿泊

を伴う⽂化体験に取り組んでいる。「いろはにほんプロジェクト」は、⽇本⽂化に興味をもつ

外国⼈旅⾏客をターゲットに、原則⾮公開である寺院などの歴史的建造物に滞在しながら、

他では経験できない限定的な⽂化プログラムを提供することで、⽇本⽂化の価値を発⾒・認

識し、⽇本に対する理解と⽂化財に対する関⼼を、国内外ともに⾼めてもらうことを⽬的と

したもので、利⽤料の⼀部は⽂化財保護プログラムに活⽤し、⽇本⽂化の保護継承に充てら

れている。「松林庵」は⽂化財指定を受けていない建物だが、歴史的に価値があるもので取り

壊すことも出来ず空き家となっていた。活⽤⽅法について検討していたところ、⽇本財団の

紹介を受け、「いろはにほんプロジェクト」に採択を頂いた。 

・宿坊を取り組むきっかけ：仁和寺は総本⼭であると同時に、観光寺として拝観料による収⼊

を得てきたが、少⼦化に伴う修学旅⾏の減少や末寺からの協⼒⾦の減少もあり、多くの⽂化

財の維持が難しくなってきている。末寺からの協⼒に頼ることなく、⾃ら⽂化財、仁和寺を

守るための⾏動を起こさなければならないという危機感を持ったことがきっかけである。 

・仁和寺の体制づくり：初めての取り組みということもあり、仁和寺に宿泊客の受け⼊れ体制

は無かった。また京都市内でも仁和寺は外国⼈の受け⼊れ体制（多⾔語対応など）が遅れて

いた。今回の取り組みをきっかけに、様々な⽅の協⼒も得ながら、数年かけて整備を進めて

いるところである。また内部でも意識醸成が進み、やる気がある若⼿の僧侶が中⼼となって

進めている。「松林庵」の紹介ビデオも、編集は僧侶⾃らが⾏っている。またこの取り組みは

お⾦があったから出来たと思われがちだが、お⾦が無かったからこそ、様々な形で⽀援を頂

けるよう知恵を絞って奔⾛した結果である。 

・コロナ禍における今後の取り組み：コロナ禍において、外国⼈はおろか国内の流⼊も制限さ

れている。現在は国内客を対象に、宿泊だけではない様々な活⽤⽅法（プライベートツアー）

を検討し、仕掛けの準備をしているところである。 

・体験コンテンツの磨き上げ：仁和寺は宇多天皇により創建された⾨跡寺院で、「御室御所」と

呼ばれた天皇家ゆかりの寺院であるため多くの歴史的・⽂化的な資源が残っている。かつて

仁和寺で⾏われていたこと（⽉⾒会など）を仁和寺に伝わる様々な記録から整理し、それを

再現したものを体験コンテンツとして宿泊者に提供している。例えば仁和寺には御室流華道

が伝わっており、宿泊者向けに華道を教えるコンテンツを提供している。また宿泊客には事

前にリクエストを聞くようにしており、そのリクエストに沿ったオーダーメイドな体験を提

供している。 
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・「どうしたら出来るか」を考える：現在は仁和寺を任されているが、元は地域のお寺の住職を

していた。他のお寺にも寺泊を始めてみないかということを話すと、出来ない理由をおっし

ゃることが多い。出来ない理由を探すのではなくて、「どうしたら出来るか」を考えることが

大切である。国も寺泊に力を入れて頂いている今は絶好の機会だと思うので、色々な方の支

援を受けながら是非挑戦頂きたい。 

 

（６）アンケート結果 

  ここではセミナー参加者のアンケート結果を示す。各回の回答者数と回答率は下記の通りで

ある。オンライン配信のためか、回答率が低い結果となった。アンケート協力の周知を強化す

る必要があると考えられる。 

会場 回答者数 回答率 

城泊編 26 7.6％ 

寺泊編 50 18.1％ 

 

 ①回答者の属性 

  参加者の所属団体の上位 3つを見ると、その他民間団体（28.9％）、地方自治体（15.8％）、旅

行会社（13.1％）という結果であった。概ねセミナーの対象としていた方にご参加いただいた

ものの、寺社関係者の参加割合が 4 番目と少し低い結果となった。寺社関係者への更なるアプ

ローチが必要と考えられる。 

項目 城泊編 寺泊編 合計 

性別    

 男性 14 31 45（59.2％） 

 女性 12 19 31（40.8％） 

年齢    

 10歳代 0 0 0（   0％） 

 20歳代 0 5 5（ 6.6％） 

 30歳代 4 7 11（14.5％） 

 40歳代 11 18 29（38.1％） 

 50歳代 9 18 27（35.5％） 

 60歳代 2 2 4（ 5.3％） 

 70歳代以上 0 0 0（   0％） 

所属団体    

 観光まちづくり法人（DMO） 0 4 4（ 5.3％） 

 地方自治体 6 6 12（15.8％） 

 中央官庁（出先機関も含む） 0 0 0（   0％） 

 観光協会 0 1 1（ 1.3％） 

 まちづくり組織（農泊協議会など） 2 4 6（ 7.9％） 

 寺社関係者（寺社経営者、宿坊経営者、関連団体） 1 8 9（11.8％） 
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 教育機関 0 1 1（ 1.3％） 

 金融機関 2 3 5（ 6.6％） 

 旅行会社（関連団体） 4 6 10（13.1％） 

 その他民間団体 10 12 22（28.9％） 

 個人 1 5 6（ 7.9％） 

 

 ②セミナーの内容について 

  セミナーの内容は、各コンテンツ 7割～8割程度の方が「期待以上」「期待通り」と回答頂い

ており、おおむね満足度の高いセミナーであったと考えられる。一方事務局の説明は、他の回

答と比べて「期待はずれ」「どちらともいえない」と回答頂いた割合が多かった。ここでは専門

家派遣の事業概要やエントリー方法についてお伝えしたが、参加者に上手く伝わっていなかっ

たと考えられる。より具体的で分かりやすい説明に改善する必要がある。 

  また具体的な内容へのご意見として、城泊では「自治体あるいは余裕があるところしか難し

い…。もう少し周辺を巻き込む話もほしかったです」、寺泊では「仁和寺や三井寺など地域資源

の開拓というには対象が有名すぎ、小さな地方寺院やそのコミュニティーに対しての勧誘とし

ては逆効果ではないかと感じました」といった声が寄せられた。今回のセミナーでは観光に取

り組んだことのない地域（城を持つ自治体、新しいビジネスに取り組みたい寺院共通）が観光

に取り組むにはどうしたらよいかというテーマの元に内容を組み立てていたが、それが上手く

伝わっていないということが考えられる。取り上げるテーマの精査から、そのテーマを明確に

お伝えすることが出来るような工夫が必要と考えられる。 

項目 
城泊編 寺泊編 

人数 割合 人数 割合 

観光庁説明 

期待以上 0 0％ 8 16.0％ 

期待通り 19 73.0％ 34 68.0％ 

期待はずれ 2 7.7％ 2 4.0％ 

どちらともいえない 5 19.2％ 6 12.0％ 

トークセッション① 

期待以上 1 3.9％ 17 34.0％ 

期待通り 15 57.7％ 24 48.0％ 

期待はずれ 4 15.4％ 2 4.0％ 

どちらともいえない 6 23.0％ 7 14.0％ 

トークセッション② 

期待以上 5 19.2％ 18 36.0％ 

期待通り 16 61.5％ 22 44.0％ 

期待はずれ 0 0％ 1 2.0％ 

どちらともいえない 5 19.2％ 9 18.0％ 

事務局説明 

期待以上 0 0％ 5 10.0％ 

期待通り 15 57.7％ 23 46.0％ 

期待はずれ 2 7.7％ 3 6.0％ 

どちらともいえない 9 34.6％ 19 38.0％ 
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配布資料 

期待以上 1 3.9％ 6 12.0％ 

期待通り 14 53.9％ 23 46.0％ 

期待はずれ 2 7.7％ 1 2.0％ 

どちらともいえない 9 34.6％ 20 40.0％ 

 

③城泊・寺泊の理解度 

  セミナー開始前と開始後での城泊・寺泊編の理解度を聞いたところ、各回とも 8 割前後の方

が城泊・寺泊の意味を知っており、セミナー参加後も 9割以上が「よく理解できた」「ほぼ理解

ができた」と回答している。回答者数の少なさや回答者の属性に偏りがあるため有意性は検討

する必要があるものの、一定の理解を得ることが出来たと考えられる。 

  一方で「少し理解できなかった」「あまり理解できなかった」と回答いただいた方からは「実

際に利用されているお客様の意見がききたかった」「海外からの観光客が見込めない状況で、ど

のような経営戦略を立てられているのか、知りたかったです」という声が寄せられている。コ

ロナ禍における城泊・寺泊の方向性や宿泊者の声など、より具体的な話題を盛り込むことで、

取り組みの意義や効果を伝えることが出来たと考えられる。 

  セミナー参加前に「城泊・寺泊」の意味を知っていたか 

項目 城泊編 寺泊編 

知っていた 20（76.9％） 41（82.0％） 

知らなかった 6（23.1％） 9（18.0％） 

セミナー参加後、「城泊・寺泊」を理解することは出来たか 

項目 城泊編 寺泊編 

よく理解できた 6（23.1％） 22（44.0％） 

ほぼ理解できた 18（69.2％） 28（56.0％） 

少し理解できなかった 1（3.8％） 0（   0％） 

あまり理解できなかった 1（3.8％） 0（   0％） 

 

  ④城泊・寺泊への取り組み意欲 

   城泊・寺泊への取り組み意欲については、「さらに意欲が高まった」「意欲が高まった」と

回答頂いた方の割合は、城泊では 23％、寺泊では 48％と高い数字とはならなかった。特に城

泊については、城を所有している自治体が判断をすることが多いため、比較的慎重な回答を

されたと考えられる。 

   「しばらく静観したい」「難しいと感じた」と回答いただいた方からは、城泊では「価格、

高額なため」「体力があるところしか難しいと感じた」、寺泊では「設備と氏子の資産でもあ

る神社に不特定多数の人を泊めることに理解を得ることが難しい」という意見が寄せられた。

頂いた意見は、専門家派遣にエントリー頂き、解決まで検討頂きたいものもあり、こうした

意見を頂いた地域に対して、本事業の案内をすることが出来ればより良いと考える。また共

通して新型コロナウイルスの状況を不安視する声が見られた。 
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   「その他」と回答頂いた⽅からは、「まちづくり全体の構想に寺泊も組み込める可能性があ

るなと感じました」「⽇本もこうした⽂化財活⽤が進んできたことに感慨深さを感じました」

という肯定的な意⾒を頂いた⼀⽅で、「意欲はありますが、⼤きい寺の宿泊何⼗万や 100万の

話を聞くと意欲ダウンです」という意⾒も頂いた。幅広い城泊・寺泊の可能性を⽰すことが

必要と考える。 

項⽬ 城泊編 寺泊編 

既に城泊・寺泊に取り組んでおり、 

さらに意欲が⾼まった 
3（11.5％） 6（12.0％） 

城泊・寺泊に取り組もうとしており、 

意欲が⾼まった 
3（11.5％） 18（36.0％） 

取り組んでみたいが、 

しばらくは静観したい 
7（26.9％） 10（20.0％） 

取り組むのは難しいと感じた 3（11.5％） 1（ 2.0％） 

その他 10（38.5％） 15（30.0％） 

 

 ⑤専⾨家派遣へのエントリー希望について 

  専⾨家派遣のエントリー希望を聞いたところ、「エントリーの予定はない」という回答が多か

った。前述④の通り、城泊の⽅が⽐較的慎重な回答となったと考えられる。 

  また「エントリー済み」「エントリーを希望する」と回答いただいた⽅に専⾨家に協⼒を仰ぎ

たい内容を聞いたところ、寺泊における法規制の項⽬以外はほぼ満遍なく回答があった。寺泊

に取り組む⽅にとって、法制度に関する事項はあまりなじみの深いものではないためと考えら

れる。 

  今後実施する「城泊・寺泊専⾨家派遣」にエントリーするか 

項⽬ 城泊編 寺泊編 

エントリー済み 0（  0％） 6（12.0％） 

エントリーを希望する 1（3.8％） 7（14.0％） 

エントリーの予定はない 25（96.2％） 37（74.0％） 

  「エントリー済み」「エントリーを希望する」と回答された⽅にお聞きします。これから城泊・

寺泊に取り組んでいく上で、専⾨家に協⼒を仰ぎたい課題は何ですか。（複数選択可） 

項⽬ 城泊編 寺泊編 

取り組みを始めるために何から⼿を付けていいか分からない 2（ 7.7％） 6（12.0％） 

地域の合意形成が取れない 1（ 3.8％） 3（ 6.0％） 

事業を進める中⼼⼈物（リーダー）がいない 2（ 7.7％） 5（10.0％） 

組織の⽴ち上げ⽅が分からない 1（ 3.8％） 3（ 6.0％） 

開業までに必要な資⾦がない 1（ 3.8％） 6（12.0％） 
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事業に関わる法規制が分からない 2（ 7.7％） 10（20.0％） 

訪⽇外国⼈旅⾏客や富裕層の求めるニーズが分からない 1（ 3.8％） 3（ 6.0％） 

魅⼒的な地域資源が⾒つからない 1（ 3.8％） 3（ 6.0％） 

取り組む予定はない 17（65.4％） 20（40.0％） 

その他 5（19.0％） 16（32.0％） 

 

⑥オンライン配信について 

 今回は Microsoft Teamsのライブイベント機能を活⽤した完全オンラインのセミナーとした

が、当⽇機材トラブル等で映像や⾳声に不備が出てしまった。配信の品質について（特に寺泊

編について）「問題あり」の回答が多いのはそのためである。今後もオンラインによるイベント

は増えると考えられるため、配信の品質管理は重要なポイントと考えられる。 

 また配信後のフォローアップとして、セミナー当⽇に配信した映像を YouTubeにて公開し、

前述のランディングページに講演資料と併せて掲載した。1 ⽉現在で各回 100 回以上の再⽣数

があるため、参加者へのフォローアップとして効果があったと考えられる。 

項⽬ 
城泊編 寺泊編 

問題なし 問題あり 問題なし 問題あり 

参加準備 

（Teamsへのログインなど） 
22（84.6％） 4（15.4％） 47（94.0％） 3（6.0％） 

配信の品質 

（写り具合や⾳声の遅延など） 
4（15.4％） 22（84.6％） 39（78.0％） 11（22.0％） 

チャットによる質問 23（88.5％） 3（11.5％） 45（90.0％） 5（10.0％） 
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第 3章 専⾨家派遣のエントリー 

３.１ エントリーシートの作成 

 本事業では、専⾨家派遣を希望する地域を公募し、応募があった地域から選定基準に基づいて

選考をした上で⽀援地域を決定する⽅式を採⽤した。 

そのフローの最初として、⽀援を希望する地域にエントリー頂くため、観光庁と協議しエント

リーシートを作成した。作成したエントリーシートを下記に⽰す。 

エントリーシートでは、地域の概況や活⽤したい城/寺の概要のほか、地域の抱える課題や⽬指

す事業構想（どのような城泊/寺泊を⽬指すのか）、専⾨家に相談したい内容、エントリーした動

機などの質問項⽬を設けた。出来るだけ詳しく書いて頂き、採点に反映するため、ほとんどの項

⽬を⾃由記述に設定し、記載頂きたい内容及び評価ポイントを解説した記⼊例を作成し、ランデ

ィングページに掲載した。 

 

 

図 エントリーシートの記⼊例 

３.２ 選定基準の作成 

 エントリーシートの作成と併せて、エントリーシートの内容を採点し、選考するための基準を

作成した。審査については、観光庁及び専⾨家からの意⾒を頂き、「コンセプトの有効性」「事業

に対する熱意」「事業の具体性」という基本的な 3つの視点からなる評価項⽬と、加点要素となる

評価項⽬に分類の上、それぞれに採点基準を設けた。各評価項⽬及び採点基準は下表の通り。 
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表 エントリーシートの採点基準 

評価項目 

基本的評価項目：下記 3つの視点から評価 

→評価項目ごとに 5点満点で採点し、評価係数を乗じたものを基本点とする。 

基本的な視点 評価項目（着眼点） 評価係数 

1 コンセプトの有効性 

・地域の状況が、数字の根拠を伴う記載されていること。 

・地域の抱える課題に対する解決策（事業構想）が合

致していること。 

・地域の観光資源の特色を踏まえた事業構想が示され

ていること。 

・事業構想に面的な活用（物件の複数活用、もしくは

地域の観光資源と組み合わせた事業構想）の観点が含

まれていること。 

1.0 

2 事業に対する熱意 

・事業実施の結果、地域の観光まちづくりにおける目

標（ゴール）が記載されていること 

・城泊・寺泊に取り組むべき理由（動機）が明確に記

載されていること。 

2.0 

3 事業の具体性 

・訴求するターゲットが具体的に記載されていること。 

・活用する物件が特定されており、活用方法が具体的

に記載されていること。 

・事業の実施に向けて連携するべきステークホルダー

が特定されていること。 

・相談内容が明確に記載されていること。 

1.0 

加点項目：エントリーシートに記載があった場合、右の点数を加点する 

加点項目 点数 

観光地域づくり法人（DMO）が申請主体である、もしくは事業における連携が

想定されている 
5点 

富裕層（訪日外国人旅行客を含む）をターゲットとした事業構想となっている

（対象とする層が根拠とともに明確に示されている） 
５点 

事業を推進するにあたって中核となる人材の特定がされている、もしくは人材

育成の仕組みの考慮がされている 
5点 

地域の関連団体が連携した城泊・寺泊の活用の推進体制が検討されている 3点 

事業構想にユニークベニュー等（文化財、重要伝統的建造物保存地区、歴史的風

致維持向上計画認定地域、農泊地域等）の活用の観点が含まれている 
1点 

事業構想に数字の伴う事業計画が含まれている 1点 

評価点について 

基本点と加点項目の点数の合計を評価点とする。（80点満点） 
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３.３ エントリーの告知 

 エントリーシート及び記⼊例を、先述のランディングページ及び観光庁のホームページにて掲

載し、エントリーの周知を図った。また城泊・寺泊セミナーにおいて、事務局より事業概要と併

せてエントリー⽅法とエントリーシートのポイントについて説明を⾏った。 

 セミナー参加者には、後⽇メール及び電話にてエントリーを促した。 

 

 

図 エントリーの流れとエントリーシートの説明資料（セミナー資料より抜粋） 
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３.４ ⽀援地域の選定 

⽀援地域の選定に際しては、前項の選定基準のほか、エントリー内容についてのヒアリングを

観光庁同席のもと実施した。これはエントリー頂いた⽅との⾯談を通じ、エントリーの経緯や事

業への熱意などエントリーシートには書かれていないが事業の⽴ち上げに不可⽋な要素を聞き取

ることで、本事業に適した地域を選定する精度を⾼める（専⾨家派遣を実施することで事業の⽴

ち上がりを促進させる可能性が⾼い地域を選定する）⽬的で実施した。ヒアリングは全て Zoom

を使ったオンラインミーティングで実施した。実施概要は下表の通り。 

表 地域選定のためのヒアリング概要 

事前ヒアリング実施概要 

⽬的 

エントリー頂いた⽅との⾯談を通じ、エントリーの経緯や事業への熱意などエ

ントリーシートには書かれていないが事業の⽴ち上げに不可⽋な要素を聞き

取ることで、地域の選定の感度を⾼くする 

内容 

エントリーシートの深堀り 

①事務局より事前ヒアリングの趣旨を説明 

②エントリー頂いた⽅より相談内容について説明 

③事務局及び観光庁から、エントリー頂いた経緯、地域や物件の状況の確認（ス

テークホルダーとの合意形成の状況、活⽤予定物件の概要、関連法令の整理状

況など） 

出席者 エントリー頂いた⽅、観光庁、事務局 

 

３.５ ⽀援地域、専⾨家との調整 

 エントリーシートの採点及び事前ヒアリングの内容を⼀覧表に取りまとめ、城泊・寺泊それぞ

れの専⾨家と打ち合わせを通じて、選定地域及び選定に関する考え⽅などの意⾒を伺った。その

内容を踏まえ、観光庁との協議の結果、城泊 7件、寺泊 14件、合計 21件を採択した。 

⽀援地域が決定した後、早期の事業実施を⽬指し各地域及び専⾨家との初回の打ち合わせを設

定した。初回の打ち合わせはヒアリングと同様 Zoom を使ったオンラインミーティングで⾏い、

事務局進⾏のもと、解決すべき課題の洗い出しや専⾨家派遣の⽬的のすり合わせ、今後のアクシ

ョン（現地視察⽇程の調整やそれまでに準備することなど）について確認した。採択結果及び初

回打ち合わせの概要は下表の通り。 

表 初回打ち合わせ実施概要及び採択結果概要 

初回打ち合わせ実施概要 

⽬的 
エントリー頂いた地域の状況や相談内容を共有し、専⾨家派遣

の中で解決するテーマ、課題を洗い出し、⽀援の⽅針を決める 

内容 

①事務局より事業内容、⽬的について説明 

②エントリー頂いた⽅より相談内容について説明 

③専⾨家からの意⾒、及び意⾒交換 
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④まとめ、今後のアクションについて 

出席者 エントリー頂いた⽅、専⾨家、観光庁、事務局 

採択結果概要 

城泊 

応募団体名（地域名） 担当専⾨家 対象物件 初回打ち合わせ⽇時 

⽩河市 

（福島県⽩河市） 
上⼭康博⽒ ⽩河⼩峰城 10⽉ 23⽇ 9時 

岸和⽥市魅⼒創造部観光課 

（⼤阪府岸和⽥市） 
上⼭康博⽒ 岸和⽥城 10⽉ 12⽇ 16時 

福⼭市 

（広島県福⼭市） 
他⼒野淳⽒ 福⼭城 10⽉ 9⽇ 16時 30分 

(⼀社)松江観光協会 

（島根県松江市） 
上⼭康博⽒ 松江城 10⽉ 6⽇ 11時 30分 

(⼀財)丸⻲市観光協会 

（愛媛県丸⻲市） 
他⼒野淳⽒ 丸⻲城 10⽉ 12⽇ 14時 30分 

⾅杵のんき屋 

（⼤分県⾅杵市） 
他⼒野淳⽒ ⾅杵城 10⽉ 6⽇ 13時 

BIOSOPHY ARCHIVES 

七部会議（宮崎県綾町） 
上⼭康博⽒ 綾城 10⽉ 6⽇ 16時 

寺泊 

⻩檗宗眞福⼭寶林寺 

（群⾺県⾢楽郡千代⽥町） 
和栗隆史⽒ 寶林寺 10⽉ 13⽇ 10時 30分 

(⼀社)加賀市観光交流機構 

（⽯川県加賀市） 
和栗隆史⽒ 実証院 10⽉ 5⽇ 15時 

宗教法⼈圓⽴寺 

（福井県⼤野市） 
和栗隆史⽒ 圓⽴寺 10⽉ 5⽇ 13時 30分 

宗教法⼈法源寺 

（⼭梨県南アルプス市） 
佐藤真⾐⽒ 法源寺 10⽉ 16⽇ 16時 

武井坊 

（⼭梨県南巨摩郡⾝延町） 
佐藤真⾐⽒ 武井坊 10⽉ 8⽇ 13時 

⼤本⼭⽅広寺 

（静岡県浜松市） 
佐藤真⾐⽒ ⽅広寺 10⽉ 8⽇ 15時 

妙泉寺 

（静岡県富⼠宮市） 
和栗隆史⽒ 妙泉寺 10⽉ 1⽇ 10時 30分 

浄⼟真宗本願寺派 覚成寺 

（岐⾩県安⼋郡安⼋町） 
佐藤真⾐⽒ 覚成寺 10⽉ 8⽇ 11時 

株式会社 KOMINKA企画 

（滋賀県⻑浜市） 
和栗隆史⽒ 光明寺 10⽉ 15⽇ 15時 
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⼤泉寺・路地 ing 

（京都府京都市上京区） 
佐藤真⾐⽒ ⼤泉寺 10⽉ 13⽇ 13時 

株式会社ティ・エー・エス 

（京都府京都市上京区） 
佐藤真⾐⽒ ⽴本寺 10⽉ 14⽇ 13時 

宗教法⼈正暦寺 

（京都府綾部市） 
佐藤真⾐⽒ 正暦寺 10⽉ 7⽇ 13時 30分 

宗教法⼈海蔵寺 

（和歌⼭県東牟婁郡那智勝浦町） 
佐藤真⾐⽒ 海蔵寺 

10⽉ 1⽇ 15時 
宗教法⼈楞厳寺 

（和歌⼭県東牟婁郡那智勝浦町） 
佐藤真⾐⽒ 楞厳寺 
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第 4章 専⾨家派遣の実施 

４.１ 事前準備 

 専⾨家派遣を開始するにあたり、⽀援地域に関する情報をまとめた⽀援カルテを作成した。こ

れはエントリーシートや地域選定の事前ヒアリングなどの情報をまとめ、専⾨家へ共有する資料

として作成した。前章に記載した初回打ち合わせについては、この⽀援カルテを専⾨家に共有し

た上で、エントリーシート及び⽀援カルテに基づいて実施した。⽀援カルテの記載内容について

は下表の通り。 

表 ⽀援カルテの記載項⽬ 

項⽬ 説明 記⼊項⽬ 

１ 地域概要 

専⾨家派遣をするに当たって、地域の概要につい

てエントリーシートを基に取りまとめ。事業展開

における課題や⽀援⽅針を⽴てるために内部環

境（活⽤できる地域資源や強み、特徴）と外部環

境（周辺地域の観光の状況）を分析。 

エリア住所（地図など） 

団体名 

団体の活動概要 

内部環境 

外部環境 

物件概要 

２ 相談内容 

エントリーシートに基づき相談内容を整理。また

相談者側でイメージしている事業内容（将来像）

や城泊・寺泊、及び専⾨家派遣にエントリーした

動機をエントリーシートや事前ヒアリングの内

容を基に取りまとめ。 

相談内容 

事業構想 

３ ⽀援⽅針 

地域概要、相談内容に基づいて、城泊・寺泊実施

に当たって解決すべき課題（仮説）と対応策、地

域の⽬指すべき姿（城泊・寺泊に取り組んだ結果、

どのような地域になるべきか）を整理。その中か

ら、今回の専⾨家派遣事業で取り組む⽀援の⽬標

を記載。⽀援スケジュールや各回の⽬標につい

て、決まり次第記載。 

地域の課題と対応策 

地域の⽬指す姿 

⽀援全体の⽬標 

⽀援予定⽇と各回の⽬標 

４ ⽀援内容 
各回の⽀援内容について、議事録を記載。各回の

所感や今後の⽀援内容（ToDo）を整理。 

⽀援内容の議事録 

所感 

今後の ToDo 

５ 総括 

⽀援終了後、「３ ⽀援⽅針」で⽴てた仮説の効果

検証（⽀援内容が有効であったか）、⽀援の達成度

（⽀援によってどんな変化があったか、城泊・寺

泊の取り組みが進んだか）、次年度以降に積み残

しとなった（新たに発⽣し取り組むべき）課題、

それに対する⽀援展開を整理。 

効果検証 

⽀援による達成度 

今後の課題 

今後の⽀援展開 
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４.２ 支援地域概要及び結果 

 本項では各支援地域の概要及び専門家派遣の実施結果の概要を報告する。なお各地域の事業計

画書は巻末に掲載する。 

城泊 

（１）白河市 

１.エントリー概要 

エントリー主体 白河市（観光課） 

対象地域 福島県白河市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第1回 2020年10月23日  9時 

第2回 2021年 2月25日 10時 

支援方針 
・白河小峰城内における城泊の可能性を法令の面から検討。 

・併せて城周辺の古民家を活用した観光まちづくりを検討。 

専門家視察 
第1回 2020年12月23日 

第2回 2021年 3月22日 

専門家からアドバイスした内容 

・城の宿泊については衛生部局に旅館業法を取ること

が出来るか確認して頂きたい 

・また城下町の歴史的建造物については、宿泊施設とし

て活用する（アルベルゴ・ディフーゾ）方向で検討して

はどうか。 

・またワーケーションのような長期滞在の検討もよい。 

３.専門家からの講評（上山氏） 

初回の打ち合わせから一貫して、エントリー主体である観光課だけでなく、文化財課、都市

計画課、まちづくり課など、関係課が参加して下さり、横断的に取り組む姿勢は素晴らしいと

感じた。城泊は市を挙げて取り組むべきであり、こうした姿勢は今後の取り組みを検討する自

治体にとっても参考になると考える。 

ただ、今後は城泊を起点とする観光まちづくりにおいて戦略的視点を持ち、取り組みの更な

る具体化に向けて積極的な意識を醸成することが必須である。  

専門家派遣では、白河市にとって現代の城下町の在り方とはどうあるべきか、現存する古民

家や白河市の強みを持つコンテンツを活かした城下町とはどの様に考えられるか、という視点

で助言を行った。 

結果、天守が工作物という位置づけとなっており、城そのものに宿泊するためには建築基準

法に適用させた改修が必要になるなど、法制度の整理が必要であるため未だ活用に向けては確

認・整理が必要ではあるが、城下町泊として城内での戦国風グランピングや、地域の古民家を

活用してのアルベルゴ・ディフーゾなど城だけではない城下町を活用した観光コンテンツを検

討するに至った。 

今後はＤＭＯの組成や具体的に事業を実施する組織の選定など、より具体的な取り組みを進

めていくことが望ましい。 
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（２）岸和田市 

１.エントリー概要 

エントリー主体 岸和田市（観光課） 

対象地域 大阪府岸和田市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月12日 16時 

第2回 2020年12月 1日 16時 

第3回 2021年 1月 8日 11時 

支援方針 

・城郭内での宿泊が可能か、法令の確認を担当部署に確

認しながら検討。 

・城下町に残る古民家の面的活用も併せて検討。 

専門家視察 

2020年11月13日 

2021年 1月14日 

※新型コロナウイルス感染症による緊急事態宣言発出

に伴い、2回目の訪問は行わず、Zoomにて打ち合わせ

を実施。 

専門家からアドバイスした内容 

・岸和田全体の観光戦略について、岸和田の歴史的町並

みや文化に光が当たっていない。行政でしか動かせない

プロジェクト（城、五風荘などの市の持っている物件を

活用した観光まちづくり）を進めるべき。城での宿泊と

併せて城下町での宿泊も検討頂くと岸和田らしさを表

現できると思う。 

・天守閣や周辺の櫓を使った宿泊が可能かどうか、制度

の確認・整理を進めて頂きたい。 

３.専門家からの講評（上山氏） 

以前から市長が城泊に意欲を見せており、市長のリードにより検討が始まっていたものの、

現場の担当者との意識に僅かではあるが相違があるように見受けられた。今回の専門家派遣に

参加頂いたことで一層の具体的検討が進められたと感じている。 

「市長からは城泊に取り組むべしといわれているものの、何から始めたら良いかわからない」と

いうのが第一の質問であったため、法制度の整理やステークホルダー（関係各課）への確認など城

を宿泊施設として活用する為に必要となる手続きの確認をお願いした。これにより関連する法令が

整理されると同時に、地域住民の意向確認、岸和田の文化の在り方、事業性の検討が行われた。 

結果、令和 4年度の市制 100周年に向けた城泊イベント及び城下町での分散型宿泊の実現を

目標に、スケジュール及びタスクが決まり、次年度以降の予算措置など具体的な検討に向かう

ことが出来た。実証実験を実施する中で出てくる課題整理、解決方法の検討など引き続きの支

援を続けることで平戸城、大洲城とは異なる都市型城泊の典型例となる可能性を秘めた事例と

なった。法令の整理やステークホルダーへの確認など地道な取り組みを積み重ねたことに加え

て、専門家派遣を通して取り組みたい内容が明確となり、市長を始め積極的に取り組む姿勢を

醸成出来たことは大きな成果である。今後の取り組みを検討する自治体にとっても参考になる

と考える。 
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（３）福山市 

１.エントリー概要 

エントリー主体 福山市（文化振興課） 

対象地域 広島県福山市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 9日 16時30分 

第2回 2020年11月24日 13時 

第3回 2020年12月24日 13時 

第4回 2021年 1月18日 10時30分 

支援方針 
・2022 年の築城 400 年に向けた様々な取り組みの中

で、城をより開いていく取り組み（城泊）を検討。 

専門家視察 
第 1回 2020年 11月 6日 

第 2回 2021年 1月 29日 

専門家からアドバイスした内容 

・2022年の築城 400年に向けて様々動いている。城泊

を進めるのであれば、このタイミングでどこまで進める

かが重要。 

・「城泊」を行う意義・価値は、「福山市として観光誘客

の姿勢を全国に示すこと」にある。市を支える産業の 

1つとして「観光産業」を育てるかどうか検討頂きたい。 

・福山城公園エリア内の多くが史跡のため「保存」の側

面が強くなる。そうなると「保存」の意識を強く持った

上での活用に理解がある事業者を探すべきである。 

３.専門家からの講評（他力野氏） 

2022 年に築城 400 年を迎える福山城は、福山駅周辺エリアの活性化において非常に重要な

位置づけである。福山城を中心とした体験・滞在型コンテンツを造成することで、エリア内の

長期滞在・消費額増加を目指す構想がある一方、運営体制、事業構想等にて具体的な相談事項

をお持ちであった。立地、城及び城郭内の活用候補物件等、非常にポテンシャルの高い地域で

あるため、具体的な活用における構想を描くべく、専門家派遣事業が開始した。 

 現地視察時の際、改修中の福山城や城郭内の物件を拝見し、具体的な活用イメージについて

議論を重ねた。MICE施設及び宿泊滞在が可能な施設としての活用について、「地元の方に愛さ

れる場所」であり、「観光で訪れる方にとってもわざわざ訪れたくなる場所」としての在り方に

ついて検討を進めていった。また、福山城築城 400年記念事業に併せて「城泊」としての事業

も開始することで、相乗効果を生み、福山における「城泊」が全国に認知されるため、当初想

定から実施スケジュールを早め、2022年度に城泊の実証実験を進めることを指標とした。 

 また、福山城は福山城公園内の他施設も開かれていることから、活用を官民連携で推進するに

あたり、以下 3点「エリアマネジメントの視点」「文化財（史跡）の保存に理解がある」「リスク

を背負い運営・活用する」の観点で、プレイヤーを探していくことが重要であることも整理した。 

 各種法令等の対応は、個別具体的に関係省庁や部局との調整は必要であるが、大洲市での事

例含め、法的整理の前例や、先般からの法改正（例えば、文化財保護法の改正等）に即して、

協議を進めていくことで、事業は進んでいくことについても目線合わせを行った。 

 福山市長にご説明した内容を踏まえて作成した事業計画に基づき、いかに次年度以降具体化

していけるかが非常に重要となるため、築城 400年である 2022年でのプレ実施、2024年度の

本格実施に向けて、関係部局と民間事業者が連携して取り組みを進めることが望ましい。 
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（４）(一社)松江観光協会 

１.エントリー概要 

エントリー主体 一般社団法人松江観光協会 

対象地域 島根県松江市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 6日 11時30分 

第2回 2020年12月22日 10時30分 

第3回 2021年 2月15日 15時 

支援方針 
・国指定史跡における城泊（城郭の活用）について検討

を進める。 

専門家視察 2020年 10月 26日 

専門家からアドバイスした内容 

・松江城は戦いのために作られたお城。その特徴を活か

すのであれば、平戸のようにフルリノベーションせず、

出来るだけそのままの姿で活用する方が良い。 

・武家屋敷は城のすぐ近くの物件であるにも関わらず、

空き家となっている所も見受けられる。観光客も多く通

る表通りが寂しく見えてしまうのは、松江全体のイメー

ジ低下につながる。指定管理制度でも赤字運営というこ

となので、民間に投資を促し、逆に賃料をもらうような

スキームに改善を図ることをお勧めする。 

・市長から慎重なご意見を頂いたが、事業を正しく理解

いただくためにも、今後の実施方針と作成し、次年度以

降に市に提案・協議が必要。 

３.専門家からの講評（上山氏） 

市の観光協会からのエントリーであり、観光協会の城泊に対する取り組む意欲が高く、具体

的な実施イメージも持っていたことは素晴らしいと感じた。一方で、行政側は選挙など重要な

イベントを控えていることもあり、城泊の実施に対して慎重に進める姿勢であった。 

文化庁の意向を確認するため、観光庁から文化庁に問い合わせいただき、文化庁も前向きで

ある旨を伝えたが、文化庁との城泊に対する具体的なやり取りについては実現せず、今年度に

ついては観光協会が主体となり今後の実施方針と作成し、次年度以降に市に提案・協議をする

方向性となった。 

観光協会が作成した事業計画案は、城を主体とした城下町でのアルベルゴ・ディフーゾを標

榜しており、古の武家社会を想像させ、世界に対しても圧倒的な説得力をもつ提案である。

MICE、ワーケーションなどの新たな観光需要を創造する取り組みと相まって観光戦略として充

分評価出来る。 

今後は国宝である松江城をアフターコロナ時代のキラーコンテンツとなり得る資源として捉

え、事業計画について市と協議を進め、実現に向けて具体的に検討する事が重要である。 
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（５）(一財)丸亀市観光協会 

１.エントリー概要 

エントリー主体 (一財)丸亀市観光協会 

対象地域 香川県丸亀市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月12日 14時30分 

第2回 2020年11月16日 14時30分 

第3回 2021年 1月26日 16時 

支援方針 

・市の意向を確認しながら丸亀城で何をするかのイメ

ージを膨らませ、事業計画を組み立てる。 

・事業イメージを持ってもらうため、大洲の先進地視察を実施。 

専門家視察 
第1回 2020年11月2日 

第2回 2021年3月18日 

専門家からアドバイスした内容 

・城泊に取り組む目的は、①文化財の保存を前提とした

活用②日帰り観光から宿泊型観光に変え、滞在時間を伸

ばすこと。 

・現在管理が市の文化財保存活用課となっているとのこ

と、担当課の意向を踏まえながら丁寧に事業を組み立て

ていくことが必要。何をやりたいかを考えて頂きたい。 

その後の支援内容 

城泊の実施イメージを持っていただくため、先進地であ

る大洲の視察を実施。 

2020年 12月 15日-16日 

３.専門家からの講評（他力野氏） 

国指定重要文化財の現存木造天守及び大手門を有する国内有数のお城であるが、通過型観光

地としての危機感もあり、いかに滞在型観光の誘致促進を行えるかとの課題感を持ち、専門家

派遣事業が開始となった。 

 城郭内の京極家に纏わるお屋敷を滞在拠点として整備することや、大手門を利用可能な形に

開放していく等、見る文化財から活用する文化財にシフトしていくべく議論を重ねていった。

重要文化財を維持保存してきた、丸亀市文化財課の皆様へ、大洲の事例をご紹介しながら文化

財を傷つけることなく、活用していく方法や草案についてもご説明をした。実際に大洲にも視

察にお越しいただき、改めて丸亀で取り組むためのイメージが沸くよう、やりとりを進めた。 

 丸亀市、観光協会（DMO）の連携に留まらず、香川県観光協会との連携や、隣町である多度

津町にもエリアを広げ、歴史文化資源が残る地域の活用についての意見交換も行った。当初は

「活用できる歴史的資源がない」とのお話があったが、延寿閣、中津万象園等天守以外の歴史

を感じる場所が数多く存在し、改めて丸亀城を中心としたエリア開発の可能性を感じた。例え

ば、隣接する多度津町にも視察を行い、商家や町割りが今もなお残る、歴史的なまちなみとし

て非常にポテンシャルの高い地域であったと感じる。地域の名士の邸宅を中核とした、分散型

エリア開発が進むことを期待する。 
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 町割りが残る場所を今から手を加え、保存しながら活用するエリア開発を行うことで通過型

観光から滞在型観光へシフトしていくことが出来る、可能性が十分にある旨を市長へご説明す

る運びとなり、市長からも前向きなコメントを頂戴した。 

 本事業の成果として、丸亀市の観光戦略プランに城泊について記載され、文化財の保存活用

計画の基本構想に城泊の検討について加えられたことからも、更なる城泊の取組み推進を期待

する。 

 今後の展望としては、民間事業者と連携し地域に存在する歴史的資源を滞在可能な拠点として

いくことで、消費者が訪れ、税収以外の収益が上がり文化資源の保存資金にしていくことで、丸

亀の大事な資産を残しながら、観光消費額の増加を見込むことが可能となる。これまでの「お城

好き」の来訪者の幅を広げ、地域ならではの文化価値・付加価値を感じられる層も十二分に獲得

できるポテンシャルがあるため、継続的に取組みを進めていただくことが非常に重要となる。 
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（６）臼杵のんき屋 

１.エントリー概要 

エントリー主体 臼杵のんき屋 

対象地域 大分県臼杵市 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 6日 13時 

第2回 2021年 1月15日 16時30分 

第3回 2021年 2月16日 10時 

支援方針 

・行政及び民間団体が積極的に進めたいという意向の

ため、官民連携の調整、城泊事業を取り進める組織体の

特定（または新設）を進める。 

専門家視察 
第1回 2020年11月19日 

第2回 2021年 2月18日 

専門家からアドバイスした内容 

・臼杵の街は保存・整備が既にされており、地域全体で

も合意が出来ているため、活用のフェーズに進める段階

と考える。 

・事業者については、投資と回収のバランスが整えば集

まってくると思う。プレゼンテーションを発信していく

ことで集めることは出来る。ただ、整備については行政

がする必要がある。 

・ポイントはチームを小さく組成し、まずは取り組むこ

と（スモールスタート）である。住民にも色々な意見の

人がいるが、始まって目に見えて人が増えて、地域にと

ってプラスということが分かれば、協力者は増えてい

く。まずはスピード感をもって運営を始めること。 

３.専門家からの講評（他力野氏） 

臼杵は、城下町のまちなみや歴史的建築物が数多く残る一方、滞在可能な宿泊施設不足や、

観光地としての磨き上げの要素が十分な地域である。オンライン初回打合せの際、申請主体で

ある地域内任意団体と市役所の方々が密に連携を図っている様子が見受けられ、活用意欲が非

常に高く、地域の実施体制もおおよそイメージができる状態で、専門家派遣事業が開始した。 

 現地視察時の協議及び助言として、臼杵市が元来造船業や醸造業が基幹産業であり、今後観

光を基幹産業の一つとするか否かを、市として方向性を示す必要があることをお伝えした。ま

た、実際に城や城下町の歴史的資源を活用する実施主体の連携先についての検討も進めた。臼

杵城は城跡であり、復元された大門櫓の活用及び城下町の古民家等の歴史的建築物の活用が主

軸となり、まちの滞在をどのように創出するかの構想や協議を行った。具体的な活用に向けて、

「住民理解」の必要性、「運営主体」の決定、「ハード整備」に伴う環境整備について、大洲で

の取組事例等を参照しながら、臼杵での場合をデザインしていった。 
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 城や城下町の歴史的資源の活用はあくまでも手法の一つであり、「市を挙げて観光まちづくり

を推進する」と決断する事が大切である。次に、受入環境整備、情報発信、認知度向上、更なる

展開として、核となる滞在拠点を整備し、すそ野を広げる。住民理解については「百聞は一見に

如かず」であるため、実物が見えると納得していただける側面が強い旨も併せてお伝えした。 

 また、観光は「産業」であることから事業者は「投資」と「回収」のバランスを鑑みて参入

してくる点や、地域内事業者の巻き込みあるいは外部参入の促進についても、丁寧に検討する

必要がある旨、根本は臼杵市としてどのような観光まちづくりを推進するかに尽きるという点

を踏まえ、目指すべき方向性について議論を重ねていった。 

 二度の視察及び、市長へのご説明を経て、城下町泊の推進に向けて官民連携での推進体制と

次年度の具体的な活用のアウトラインが描くことが出来た。次年度以降、運営事業者を改めて

選定し、具体的に活用（例えば大洲城のスキームを参考に実施体制の決定、志ある観光まちづ

くりを推進する事業者との連携、地域金融機関との連携、城下町の滞在拠点の整備等）に向け

て進めていくことが望ましい。また、臼杵の豊富な資源を活用し、食文化創造都市への発展、

城下町泊の推進、地域の観光推進体制の構築等並行して進めることが非常に重要である。 
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（７）BIOSOPHY ARCHIVES七部会議 

１.エントリー概要 

エントリー主体 BIOSOPHY ARCHIVES七部会議 

対象地域 宮崎県東諸群綾町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 2020年 10月 6日 16時 

支援方針 

・城及び周辺の施設の活用を含めた城泊として取り組

むことを検討。 

・農村地域であるため地域資源を生かした農泊を検討。 

専門家視察 2020年 11月 18日 

専門家からアドバイスした内容 

・中世の城ということもあり、一般的にイメージされる

お城とは趣が異なるため、非常に面白い。周辺の活用さ

れていない施設と組み合わせれば、十分宿泊事業は可能。 

・また綾町は有機農業で有名な地域。有機野菜の体験と

組み合わせれば農山漁村進行交付金の活用も検討して

はどうか。 

３.専門家からの講評（上山氏） 

エントリー主体である地域組織が比較的若い住民によって組成されており、現代のニーズに

沿った検討がなされていた。今後、行政サイドとの折衝を行う段階へ進むこととなる。 

これから城泊を検討したいが何から始めればよいかという相談内容であったため、他の地域

同様、法制度の整理やステークホルダー（関係各課）への確認など城を宿泊施設として活用す

る為に必要となる手続きの確認し、進めていくように助言を行った。 

また綾町は有機農法に取り組むことで有名な地域であり、農林水産省の農山漁村振興交付金活

用を検討することで地域らしさが増し、地域訪問の目的及び城泊に付随するコンテンツとしてよ

いと感じた。綾城は江戸時代ごろの城の外観を復元した一般的な例と異なり、戦国初期の風貌を

再現した珍しい例であるため、この点も地域らしいコンテンツになる可能性が高いと感じた。 

城の指定管理者としての可能性なども探っている様なので、今後行政側との折衝が進み、具

体的に動き出すタイミングで伴走していくことで、大いなる成果を上げる可能性を感じる。 
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寺泊 

（１）寶林寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 ⻩檗宗眞福山寶林寺 

対象地域 群馬県邑楽郡千代田町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第 1回 2020年 10月 13日 10時 30分 

第 2回 2020年 11月 12日 14時 30分 

第 3回 2020年 12月 24日 15時 

支援方針 

・市街化調整区域内における開発許可制度の弾力化が

示されているため、物件の用途変更は可能。担当となる

群馬県への確認及び調整を行う。 

・寺周辺が農地であり、檀家にも農家がいるため、農泊

に取り組む可能性を検討。 

専門家視察 2020年 11月 30日

専門家からアドバイスした内容 

・旅館業法の取得には時間がかかると考えられる。民泊

新法を活用しまず開業するのも一つ。時期を逃さないよ

うに、地域でも機運が高まっている今始めた方がよい。 

・ターゲット（客層、単価）、事業内容から逆算して、

収支の計算をした上で、どちらでやるべきなのか（どち

らから始めるのか）を判断することが大切。 

３.専門家からの講評（和栗氏） 

 宿坊運営会社のスタッフとして経験とノウハウも持ちあわせている若い住職の日頃の実感に

より、ターゲットを SBNR（Spiritual But Not Religious）層と狙いを定めてプランニングがス

タートした。SBNR とは、無宗教型スピリチュアル層を意味し、欧米豪などでその拡大が潮流

になりつつあり、日本国内においてもおそらくそうした潮流と無縁ではないであろうという仮

説に基づいている。 

本堂に隣接する民家を活用しようとする本件の進行にあたっては当初、旅館業法での開業を

想定していたが、寺院境内が市街化調整区域にあるため、そのハードルを越えるには相当な時

間がかかるであろうことが予想され、最終的には住宅宿泊事業法による「民泊」を選択するこ

とになった。地元で生まれ育ち、檀家や仲間の信頼も厚く、地域の反対もなく、町長をはじめ

町ぐるみで応援しようとしているにもかかわらず、スタート地点に立つことすら容易ではなく、

多くの時間を確認作業に費やすことになった。 

民泊を新規に開設して運営するにあたっては、運営オペレーションやエリアマネジメント等

を担当する法人を立ち上げることになった。施設に関して寺（宗教法人）と賃貸借契約を結び、

町をはじめとするステークホルダー各位はその法人を支援するという事業スキームである。そ

うすることで資金調達の当事者や補助金の対象にもなりうる。こうしたスキームは、宗教法人

が事業を展開するに際しては、スタンダードな方策であると考えられる。 

なお、今後の課題としては、観光とは無縁の地にあって、いかに集客・誘客するか、ゲスト

にいかなる滞在価値を提供できるかなどについて、引き続き町ぐるみでの熟考が求められる。 
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（２）(一社)加賀市観光交流機構 

１.エントリー概要 

エントリー主体 (一社)加賀市観光交流機構 

対象地域 石川県加賀市大聖寺 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 5日 15時 

第2回 2020年10月14日 15時 

第3回 2020年12月22日 15時30分 

第4回 2021年 2月25日 15時30分 

支援方針 

・DMOからのエントリーのため、寺側の意向の確認が

必要。打ち合わせ、視察では檀家総代にも参加いただき

ながら取り進める。 

・まずはワーケーション施設としての開業を目指すた

め、施設改修に必要なポイントや事業スキーム（檀家や

DMOそれぞれの役割など）を検討する。 

専門家視察 2020年 11月 25日－26日 

専門家からアドバイスした内容 

・全国的に廃寺、空き寺が多くなっている中、実証院は

檀家のつながりもあり、空き寺ではない。単なるインバ

ウンド向けの宿泊施設ではない形で進めるべき。 

・寺の財政再建が目的なのであれば、外部事業者を入れ

ると手元に残る収益が減るので要検討。 

・事業は多角展開（宿坊、ワーケーション施設など）し

ておいて、それぞれの運営が分かれていてもいいと思う。 

３.専門家からの講評（和栗氏） 

自治体と加賀大聖寺藩主の菩提寺（宗教法人）によるコラボレーションという「公・宗」連

携のモデルケースにもなりうるという期待もあって、初回会合に地元メディアが立ち会うなど

注目のプロジェクトとしてスタートした。 

そもそも観光庁「寺泊」事業は、体験型宿泊コンテンツとしての「寺泊」の推進を主たる目

的としているが、本件に関して市側は、当初より全国的にも有名な地元の温泉郷を宿泊の拠点

とするワーケーションのプロモーションを展開するにあたり、温泉に宿泊してアクティビティ

として寺院での座禅体験などを提供することを「寺泊」と解釈・理解し、その「広く解釈した

寺泊」をツアープランに組み込むことで他地域のワーケーションと差別化できると考えていた。

一方、住職不在で実質的に檀家が運営している寺院側は、歴史的建造物の維持保存と寺院その

ものの認知度アップを最重要課題としており、そうした目的に資する方策として境内で空き家

となっている民家を活用した「寺泊」に期待していた。 

こうした異なる目的を持つ当事者間のコラボレーションは、その調整に時間がかかることが

予想されたが、結果として今回の寺泊事業が年度内事業という時間的な制約もあって、まずは

市の当初プラン通り、温泉郷のワーケーション目的の滞在客に提供されるオプションのアクテ
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ィビティとしての寺院施設の一時利用（座禅、リモートワークの場所提供など）という位置づ

けで、旅行商品が販売されることになった。「寺泊」の主旨である寺院関連施設での宿泊につい

ては、ワーケーションの手応えや調査等を踏まえて、その実現は 2年後ということで一旦の決

着を見た。 

先々を見越して寺院側は、将来的な宿泊の提供については諸条件から「民泊」を選択するこ

ととし、そのために民泊登録の申請と運営の一部を外部の住宅宿泊管理業者に委託するという

スキームを選択することにした。そのスキームを実現する理解のある地元の協力会社をみつけ

ることもできた。 

今後の課題としては、地域のシンボルともいえる寺院を活用するにあたって、①公宗民連携

のそれぞれの役割の再確認、②自治体のプロモーション目的の活用にとどまらない継続的な寺

泊運営のための試算、③誰が責任を持ってプロジェクトをプロデュースしていくかその主体を

明確にすることなどが挙げられよう。 
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（３）圓立寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 圓立寺 

対象地域 福井県大野市錦町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第1回 2020年10月 5日 13時30分 

第2回 2020年12月17日 14時 

支援方針 
・寺泊に対する知識を住職及び近隣住民、檀家に知って

頂き、寺泊挑戦に対する合意形成を図る。 

専門家視察 2020年 12月 27日 

専門家からアドバイスした内容 

・宿坊はそもそも寺院存在の基本的な理由でもあるた

め、積極的に行っていくことを考えるべき。 

・その際は、公的資金に一方的に頼るべきではなく、早

く自走できるような経営計画を立てるべき 

・祈祷の寺としての性格や住職のキャラクターを活か

した宿坊とし、ゆくゆくは寺町全体が人を呼べるエリア

となり、この地域を盛り上げていく一助となること。 

３.専門家からの講評（和栗氏） 

現地は「越前の小京都」として知られる城下町で、朝市でも賑わい、オシャレなゲストハウ

スも近年次々と出現している。まちの中心部に寺町があり、本件寺院もその寺町に位置し、絶

好のロケーションといえる。そうした地理的な特性を活かして、寺院存続と地域の活性化に寄

与しようと今回のエントリーが意図された。 

宿泊施設としては庭の庭園を望む庫裡の 2部屋を活用する。住職とのオンラインでのミーテ

ィングを実施する中で、寺院単独ではなく、地域の応援があるとより望ましいという共通認識

に至り、それを受けて住職が、これまでに築いてきたコミュニティのネットワークを活かして、

檀家総代はもちろんのこと、プロジェクトの進行にあたって支援者になってくれる可能性のあ

る様々なプレイヤーを一堂に集めて現地でのキックオフミーティングが実施された。 

そこで各人の熱い思いや意見が交わされ、実現のための資金が懸案材料であり、まずは補助

金ありきではないかとの意見が複数あった。一方で補助金頼みでは継続的な活動にならないの

ではという意見もあり、さらに知恵を出し合って議論を深めていこうという方向になった。申

請主体の諸事情により、残念ながら年度内に事業計画書をまとめることが困難な状況となって

しまった。このことは、地域のプロジェクトが属人性に依拠している場合のリスクを示してい

る。一日も早い事業構想の再開と地域ぐるみのプロジェクトの再開が待ち望まれる。 
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（４）法源寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 弘経山法源寺 

対象地域 山梨県南アルプス市十五所 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第1回 2020年10月16日 16時 

第2回 2021年 2月15日 10時30分 

支援方針 

・寺を中心とした古民家活用（歴史的資源の面的活用）

という今までにない寺泊の事業モデルを検討する。 

・周辺が農地、及び檀家にも農家が多いため、農泊の取

り組みを検討する。 

専門家視察 2020年 12月 21日 

専門家からアドバイスした内容 

・寺泊事業開始に向け着々と進んでいる印象。あとは運

営方法や情報発信などを整備していくことが必要。 

・既に朝のお勤めや掃除の取り組みをしているので、お

寺ならではの体験として提供できると良い。地域らしさ

を出すことが必要なので、近くの染物屋に協力いただき、

例えばノベルティグッズとしてオリジナルの手ぬぐいを

作るのはどうか。外国人観光客にも受ける可能性は高い。 

・1軒目については水回りもしっかりしているので、す

ぐにでも始められる。2軒目は面積も大きいので、中を

見ないと分からないがかなり手をかける必要性がある

と考える。その場合ハード整備に資金調達が必要なの

で、農泊など補助金の活用も検討すると良い。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

お寺の敷地に隣接していない空き家物件のリノベーションによる寺泊ということで、お寺と

物件の距離やどのような物件が候補地なのかエントリーシート段階では実現可能性など判断し

にくい面があった。2 物件候補地を視察し、お寺からの距離や事業性など実際に現地で見るこ

とで確認し、より具体的なアドバイスや宿坊準備に必要なこと、集客など事業の具体的計画に

ついてアドバイスを実施した。 

土地柄や公共交通機関などのアクセス性、1 日 1 組貸し切りの宿坊という特徴を鑑みて、現

実的な売り上げ計画とどこまで自前でやるか支出の計画を立て、利益と投資回収についてのイ

ミュレーションを作成した。 

併せて、単なる一棟貸しの民泊のようになると宿坊としての魅力を出しにくく、周辺の民泊

施設との価格競争になってしまうため、既にお寺で実施している朝のお勤めなどを活かしたコ

ンテンツの充実やゲストとの接点をどう持ち、宿坊の魅力を高めるかソフトの魅力づくりを共

に検討した。 

通常の OTA（楽天トラベルや airbnbなど）に掲載するだけでは十分な集客が見込めないこと
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も想定し、独自の方法で集客をすることに労力を割く（例えば専門会社へ依頼するなど）こと

に予算を割くといった、限られた資金における目的に合わせた選択と集中の戦略を議論した。 

宿坊事業規模や事業の新規性に関係なく、新たな挑戦には資金投資と人的投資両方が必ず伴

うため、事業立上げにどれくらいのリソースを投入できるかが事業の成否を分けると考えてい

る。エントリー段階での投資の優先順位や配分について議論を重ねながら共に検討し、自己資

金以外の資金調達の選択肢検討、準備を行っていく必要がある。 

また周辺の果樹園農家が檀家であり、果物狩りなどのプログラムが提供できるため単なる寺

泊ではなく、農泊というエリアの良さをより生かしたプランを助言した。都市部以外での寺泊

を検討する場合は、農泊の助成金の活用も検討することで、実施における資金調達につながる

と考えられる。 
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（５）武井坊 

１.エントリー概要 

エントリー主体 身延山宿院 武井坊 

対象地域 山梨県南巨摩郡身延町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 8日 13時 

第2回 2020年12月 1日 15時30分 

第3回 2020年12月28日 10時 

支援方針 

・既に宿坊は運営しているため、新たな客層を呼び込む

ための情報発信の方法を検討する。 

・住職のキャラクターや身延の農・自然（農泊）を生か

した武井坊オリジナルの体験コンテンツを造成し、販売

方法を検討する。 

専門家視察
第1回 2020年10月29日 

第2回 2021年 2月17日-18日 

専門家からアドバイスした内容 

・体験コンテンツの価格は、想定するターゲットに対し

ては、現在の想定より高額でも販売は可能。むしろ継続

して提供し続けるためには、時間のコスト等をしっかり

織り込んで値付けをした方がよい。 

・走ることが瞑想とリンクすることが重要だが、登りで

はなかなかわからない。コース設定はターゲットに合わ

せ、より魅力的になるよう再考した方がよい。 

・定期開催と、不定期開催（受注型）で内容を変え、定期

開催は極力年間スケジュールに落とし込んで、早目にリリ

ースしていった方がよい。ここにいつくれば、トレイル瞑

想ができるかわかる状態にすることが、軌道に乗る早道。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

武井坊は日蓮宗総本山久遠寺の塔頭寺院として長年宿坊を運営し、参拝者を受け入れてきた経

過がある。従来は団体や檀家の参篭が主であったが、その数も年々減ってきているため一般客の

受け入れを増やすための戦略、強みを磨き上げ、事業の計画づくりを実施した。身延山という霊

山の中にあり、総本山のお膝元に位置するという環境を活かすこと、また住職自身がトレイルラ

ンナーでもあり、町おこしとして 8年以上もトレイルランニングの大規模イベントの主催を行っ

ている実績とネットワークを活かし、仏教瞑想とランニングを掛け合わせた独自のメンタルトレ

ーニングメソッドをプログラムとして完成させた。サービス設計にあっては顧客目線で一度体験

することでターゲットがより明確になり、プログラムの言語化、コースの選択、事前準備やアナ

ウンスの内容決定、そして価格と開催頻度を現実レベルで計画に落とすことができた。 

プログラムの周知と販売促進が今後の最重要課題であり、PRにも投資が必要であるため、販

売もお寺単独だけではなく専門会社に依頼することや、助成金の申請検討など資金繰りについ

ても踏み込み具体的なアクションリストを作成した。 
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（６）方広寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 大本山方広寺 

対象地域 静岡県浜松市北区引佐町奥山 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 8日 15時 

第2回 2020年12月 9日 14時 

第3回 2020年12月22日 14時 

支援方針 

・団体旅行から個人旅行へのシフトという既存宿坊に

おける課題解決のモデルとして検討する。 

・本山という大きな組織における寺泊の取り組み方法

を検討する。 

専門家視察 
第1回 2020年11月11日 

第2回 2021年 1月22日 

専門家からアドバイスした内容 

・既に施設は出来上がっているので、明確なターゲット

設定（新しい客層の開拓）とそれに基づくプロモーショ

ン（必要に応じて軽微な改修）がポイント。 

・現在始めている個人客受け入れも同時並行で進めると良

いと思うが、彼らが求めているのは安くてそれなりの質の

宿泊場所なので、方広寺が受け入れるべき客層とは異なる。 

・お寺のグレードが高いので、しっかり価値の分かる客

層（例えば禅寺体験などを希望する経営者など）をター

ゲットとするのがよいと思う。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

方広寺は臨済宗方広寺派総本山であり、1371年からの歴史のあるお寺である。広大な敷地に

は団体の企業や学校を 400人まで受け入れ可能な宿坊も持ち、坐禅、写経などを含めた宿泊研

修を実施していた。個人への週末修行なども販売を始めてはいたが、認知度が低く販売も自社

サイトのみであったので、より販売を拡大していくためのアドバイスと事業計画、予算計画づ

くりの支援が主とした。職員が任期制である大きな組織による寺院運営は行政機関にも近く、

住職 1名で意思決定し実行できる宿坊とは体制が大きく異なるため、現状お寺が抱える問題の

洗い出し・共有から、組織運営と意思決定の規則など、宿坊事業発展に着手するために必要な

タスクの整理から始めた。 

小さな 1寺院と違う本山ならではの格の違い、所有する有形無形の資産は非常に価値が高い

ものの、面積の大きさに伴い管理や修繕のコストが大きくなるため、その規模がゆえの難しさ

があった。また務める職員や僧侶の方も、大きな本山であるため宿坊以外の業務で手いっぱい

であり、新たな取り組み、特に ITを駆使した業務には不慣れであったこと、人員増強やハード

面の改善に投資を行う意思決定は年間で決められ、委員会での合意形成が必須であるため、そ

ういった合意形成や手続きに時間と労力が必要となる難しさもあった。 
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今回は一般顧客をオンラインで集客するために必要となる業務を講義形式で関係者の皆様に

ご説明をさせていただき、年間予算を決める委員会での検討材料を整理した。また宿坊運営の

集客強化に投資を実施していくために、その投資によって今後どのくらいの売り上げや利益の

増加が見込めるのかの説明が必要となるため、事業の目標計画づくりを支援した。未来の計画

を具体的な数字で立てること、計画達成に必要な投資や人員計画をどうするか、組織内で検討

をし始めたことが、お寺にとって、またご担当者の方にとっては変革の第一歩で意義のあるこ

とであったと感じている。ワーケーションなど新たな旅のスタイル、企業のオフサイトミーテ

ィングなど会議室としての需要など今まで実施してきている大規模集合研修とは異なるニーズ

も潜在的に大きいと考えられるため、その受け入れを想定し、Wi-Fi を強化する設備投資や代

理店との提携などハードとソフトの投資に使用できそうな公的な助成金情報も観光庁、事務局

より提供した。 
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（７）妙泉寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 妙泉寺 

対象地域 静岡県富士宮市上柚野 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 

第1回 2020年10月 1日 10時30分 

第2回 2020年10月16日 14時 

第3回 2020年12月 9日 16時30分 

第4回 2020年12月18日 14時 

支援方針 

・「寺ンピング」のモデルケースとして検討するため、

グランピングの専門家である株式会社 glass 橋本勲氏

を招聘し、検討を進める。 

・農村地域であり、自然体験学校とも連携した事業を進

めているため、農山漁村進行交付金の活用を検討する。 

専門家視察 2020年 11月 16日 

専門家からアドバイスした内容 

和栗氏 

・お寺から始まる地域貢献、布教活動としての寺泊とい

うコンセプトは非常によく、近年増えている寺泊も正に

そうした流れ。 

・一方でビジネスの観点を持たないと長続きせず、まし

てや行政の補助金頼みになってしまっては当初の目的

が達成できない。検討している事業にいくらならかけら

れるか、かかる費用を何年で回収できるか、ぼんやりで

もいいので算出して頂きたい。 

 

橋本氏 

・自然も豊かで景色もいいので、グランピングは非常に

良いと思う。また住職の想いも素晴らしい。 

・一方でグランピング実施において、法規制の確認が必

要である。特に富士宮市では景観条例などが制定されて

いる場合がある。市役所にも確認し、問題なく事業が実

施できるか、問題があるとすればどのように対応すれば

よいか検討頂きたい。 

３.専門家からの講評（和栗氏） 

応募の段階では、朝のお勤めや瞑想、朝のお散歩（観照術）などを通して心と体を調える「ビ

ジネスマンのお悩み相談宿」とターゲットを限定し、境内の裏山を整備してテランピング（お

寺でグランピング）、あるいはコテージやキャビンを設置するなど大がかりな初期投資が想定さ

れていた。そのため、グランピングとキャンプの専門家を紹介し、住職が予定地の現況を撮影
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した動画をもとにオンラインのミーティングを繰り返した後、現地視察を実施して、具体的な

図面や施工デザイン、収支計画にまで話が及ぶに至った。 

一方でそれ以前の問題として、予定地が市街化調整区域内であることと市の都市景観条例な

どの規制により、グランピングやコテージなどの実現が容易ではないことが判明し、軌道修正

を余儀なくされることになった。しかし、そのことによって改めて地域の特徴や地域の人たち

との関わりを見つめ直す機会ができた。結果として、地域全体が棚田で構成され、信号が 1つ

もなく、どこからでも富士山を眺めることができるという絶好のロケーションを活かした、ビ

ジネスマンに限定しない心を整える「お寺の森宿」というコンセプトを明確に描くに至った。 

檀家や周辺の方々のほとんどが農家であることを活かした「農泊（アグリツーリズム）に特

化した寺泊」という特徴をもたせる構想である。その上で、まずは手はじめに初期投資が小さ

く準備期間も長くなくスタートできる「寺キャン」（お寺でキャンプ）による宿泊の提供をベー

スに、地域のネットワークを最大限に活かした農泊的要素（援農、焚き火、森の学校、ワーケ

ーションなど）を盛り込んだ形で弾力的に試運転を開始する方向となった。 

今回の一連のプロセスのなかで、農山漁村にある寺院での「寺泊」と「農泊」の親和性が高

いという知見を得ることができた。最後に本件の課題として、お寺と地域の人たちが継続的に

笑顔で関わり続けることができる持続可能な「寺泊」の運営を実現するために、収支計画につ

いてより慎重に再検討することが望まれる。 
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（８）浄土真宗本願寺派 覚成寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 浄土真宗本願寺派 覚成寺 

対象地域 岐阜県安八郡安八町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第1回 2020年10月 8日 11時 

第2回 2020年12月28日 11時15分 

支援方針 

・寺を中心とした古民家活用（歴史的資源の面的活用）

という新しい寺泊の事業モデルを検討する。 

・歴史的な地域資源を活用した面的な観光コンテンツ

の造成について検討する。 

専門家からアドバイスした内容 

・現状をお伺いして、庫裏の改修にはかなりの金額がか

かると予想される。まずは知り合いの設計士に見て頂

き、おおよその改修の見積もりを取ると良い。やりたい

ことを書き出した中で、それぞれどのくらいの費用がか

かるかをイメージすることで事業の土台が見えてくる。 

・併せて旅館業法の許可が取れるかの確認が必要。設計

士に平面図を起こしていただき、それを管轄の自治体に

持参し相談することで何が必要か教えてくれる。 

・運営に檀家や地域住民に入って頂くことを考えると、

事前に話をして協力体制を築いておくと良いと思う。 
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（９）株式会社 KOMINKA企画 

１.エントリー概要 

エントリー主体 株式会社 KOMINKA企画 

対象地域 滋賀県長浜市高月町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第 1回 2020年 10月 15日 15時 

第 2回 2020年 12月 18日 17時 30分 

支援方針 

・寺を中心とした古民家活用（歴史的資源の面的活用）

という新しい寺泊の事業モデルを検討する。 

・歴史的な地域資源を活用した面的な観光コンテンツ

の造成について検討する。 

専門家視察 2021年 1月 12日 

専門家からアドバイスした内容 

・KOMINKA企画が中心となってしまうと、見た目上地

域の人が手伝っている感じがなくなってしまうので、地

域の協力を得られるように、寺が中心となる方がよい。 

・観光だけではなく、町や観音をどう守るかという目線

を大切にすべき。町を挙げたムーブメントになって欲し

い。市を動かすためには、市の観光計画に合致している

ことを確認し、市と相談する必要がある。 

・観音以外では道の用水路や鯉、花も町の魅力。それらも

地域資源として活用すべき。例えば写真や動画などビジュ

アルで訴えかけることでもっと獲得できるのではないか。 

３.専門家からの講評（和栗氏） 

 古民家再生と宿泊施設の運営を手がけている地元企業と、地域で飲食店（手打ち蕎麦）も経

営している寺院住職・副住職による、新たな地域活性化プロジェクトとしてスタートした。家々

のあいだを縫うように鯉が泳ぐ水路が張りめぐらされ、水車が今も現役でまわっていることに

象徴される自然に恵まれた現地は、歴史好きには「観音の里」としても知られ、歴史的芸術的

価値のある観音様およそ 120体が地区ごとの観音堂にお祀りされており（中には国宝もある）、

信仰が日々の生活の中にいきづいている。 

しかし、この観光資源を活用しようとしても、各地区それぞれが独立して管理しているため

横の連携がなく、実際に旅行者が観光の里を訪ねても、各地区のお堂が開いているのかどうか

の情報すらない。そうした根本的な課題の解決をも含意している本プロジェクトでは、エリア

マネジメントなどプロジェクト全体をプロデュースしていく事業主体としての団体を立ち上げ

ることにした。寺・民間企業・自治体（地域振興課・歴史遺産課）・観光協会・地元商工会・地

域金融機関などがビジョンを共有して、相互にサポートしながらプランを実現していくスキー

ムである。地域ネットワークのハブとなっている寺院住職がプロデューサーとしてプロジェク

トを牽引していく。 

まだまだスタート地点に立ったばかりだが、これまで連携が十分ではなかった関係各所が、

今回の観光庁「寺泊」事業を契機として地域の活性化をめざすその端緒につくことができたこ

とは積極的に評価できるのではないだろうか。ちなみに宿坊開設資金の一部は、マーケティン

グを兼ねてクラウドファンディングを活用する。今後の課題としては、拠点となる宿泊施設を

整備する一方で、地区間を調整して情報を集約・発信する仕組み作りが望まれる。 
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（10）大泉寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 大泉寺・路地 ing 

対象地域 京都府京都市上京区室町通 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 2020年10月13日 13時 

支援方針 
・宿坊運営と組み合わせたカフェの運営方法や事業計

画の立案を検討する。 

専門家視察 2020年 12月 3日 

専門家からアドバイスした内容 

・宿坊との組み合わせと考えると、宿坊のラウンジにあ

るカフェのイメージがよいと思う。宿坊とお寺の付加価

値を高めるための投資として捉えるとよい。 

・クラウドファンディングは様々な方法を様々な会社が

行っている。それぞれ特徴があるので、ご自身の事業規模

やリターン出来るものなども考えながら、合うものを選択

していただきたい。ポイントとなるのは、「支援いただく

方の目線で考えること」、「支援いただきたい方が誰で、ど

のように感じられるかをイメージすること」である。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

お寺周辺の空き家 3軒を一棟貸しの宿坊として運営中であり、京都全体で宿泊施設が急増す

る中で競争激化を想定し、事業の持続可能な成長と運営形態を模索することを主の支援とした。 

本堂横の建物が現在空いているので、そこをカフェとして改装し、地域の人と宿泊者が交流で

きる場とし、現在素泊まりのプランのみで販売しているので、地元の野菜や京料理を楽しめる朝

食プランを作るなど、カフェを基軸とした既存宿坊の価値を高める事業計画の作成を支援した。 

宿坊事業を強化する新たなコンテンツとして、空きスペースにおいて飲食業許可取得可能か、

実際にどのくらい改装コストがかかるかなど、具体的な相談は設計会社などに依頼し計画をす

るとし、カフェ開業によって今後の宿坊事業がどう成長するか、カフェ投資のための銀行融資

に必要となる事業計画づくりを支援した。 

宿坊での食事の提供は宿泊業としては最もよくある追加サービスであるため、今後同様の事

例は増えると予想される。カフェ単独での事業採算が厳しくても、宿泊者への付加価値として

実施することで宿泊単価や顧客満足度が上がり、複合業態となることで寺泊を強固なビジネス

にすることに繋がる。宿泊事業を数年間取り組んだ宿坊におけるコンテンツやサービスの向上

に資する事例である。
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（11）立本寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 株式会社ティ・エー・エス 

対象地域 京都府京都市上京区一番町 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 2020年10月14日 13時 

支援方針 ・寺泊のブランド化、展開方法について検討。 

専門家視察 2020年 12月 3日 

専門家からアドバイスした内容 

・既に宿坊を開業しており、訪日外国人旅行客を中心に

十分な受け入れをしているため、現段階で宿坊の経営に

ついては申し分ない。 

・寺泊の全国的な周知は観光庁で検討頂いている事項

であると同時に、専門家派遣もすそ野を広げるための事

業と理解している。引き続き意見交換をさせて頂き、寺

泊の認知度を高めるための活動を進め、専門家として観

光庁にも働きかけをしていきたい。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

立本寺は京都の町中、本山敷地内の一棟を大きく改装し民間企業により運営されている宿坊

である。その運営を株式会社ティ・エー・エスが担当している。今後、民間企業が寺院と提携

し、建物の所有はお寺、運営は専門会社である民間企業が入る事業連携、所有と経営が分離す

るタイプの宿坊も増えていくと予想される。宗教法人では大きな借り入れが困難な場合があり、

規模の大きな宿坊の経営は運営コストも大きくなるため、宿坊の運営を専門的な民間企業に任

せ、お寺は安定的な地代家賃を受け取り、宗教文化体験を提供する部分に特化するなど役割分

担することでより質の高い寺泊を展開することが出来る。 

本専門家派遣では、経営アドバイスや事業計画づくりの支援ではなく、今後、日本から世界

に「宿坊」「寺泊」という日本独自の個性的な宿泊体験をどう発信し、発展させていくか、宿坊

業界全体による連携を検討することが主目的となった。立ち上げから開業までに至る問題や超

える必要のあったハードルの情報交換や成功、失敗の事例の蓄積、業界全体の底上げを連携す

るパートナーとして、1 寺院の宿坊立ち上げや発展だけにとどまらず、この宿坊そのものの魅

力を国内、海外に発信するための提案や議論を行った。 

海外の旅行博覧会に観光庁の支援を受けながら業界として出展する、御朱印やグッズなどを

組み合わせた運営、宿坊を渡り泊まるプログラムなど、全国に魅力的な宿坊が増えている中で、

それぞれの宿坊が連携していくことで寺泊全体の魅力が向上すると考えられる。次年度以降の

専門家派遣事業の中でこうした広がりを検討する価値は十分ある。 
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（12）正暦寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 宗教法人正暦寺 

対象地域 京都府綾部市寺町堂ノ前 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 2020年 10月 7日 13時 30分 

支援方針 

・宿坊経営の安定化を第一に、受け入れ人数及び部屋数

の拡大を検討。 

・地域の巻き込みのため、農山漁村進行交付金の活用も検討。 

専門家視察 2020年 12月 3日 

専門家からアドバイスした内容 

・既に運営をしており、設備も十分。足すところは殆ど

ないので、どこまで多くの人を受け入れるかがポイント。 

→玉川氏が殆どの対応をしているので、現状では拡大が

難しい。玉川氏が対応しなくてもいい部分を増やし、体

制整備を進めることが必要。 

・ホームページは玉川氏が作成しているが、今後の多言語対

応やPR動画の作成などが必要となるため、計画には目標を

書きつつも、段階を踏んで改修していく方がよいと思う。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

正暦寺は京都駅から電車で 1 時間半の綾部駅から車で 10 分、山に囲まれ川を一望できる宿

坊である。住職自ら腕を振るう食事に個性が光っており、オリジナリティのある価値であると

感じた。開業から 1年経ち、宿泊受け入れに慣れてきた段階であったため、より積極的な集客

をオンラインで実施する計画をたて、住職夫婦のみでの運営から檀家や地域の方と運営会社を

立ちあげ運営体制を強化していく計画を進めた。 

コンテンツや宿坊運営のホスピタリティなどすでにかなり高いレベルにあり、ハード面も十

分に整っているため、課題は①高価格での販売と②滞在日数や 1組当たりの宿泊人数を上げる

ことでのコストダウンの 2点に絞られた。食事の質が高いため食材原価が高く、また 1日 1組

なので稼働率を上げることが困難であるため、販売価格を下げずにいかに顧客獲得ができるか、

事業計画に落とし込む作業を行った。人件費や清掃費用など自前で行っている部分のコスト計

算を細かく洗い出すことからはじめ、利益をどう出すか収益計画を月次で立てることで、より

具体的なアクションプランにまで落とすことが出来た。 

また地域農業体験や自然体験に恵まれる場所なので、今後は地域事業者と委員会を立ち上げ、

農林水産省の農山漁村振興交付金を活用することの検討も並行して進めた。具体的な運営形態

や地域連携の話まで進めることが出来たことは大きな成果である。 
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（13）海蔵寺、楞厳寺 

１.エントリー概要 

エントリー主体 宗教法人大泰寺 

対象地域 和歌山県東牟婁郡那智勝浦町下和田 

２.支援概要 

Web打ち合わせ日時 
第1回 2020年10月 1日 15時 

第2回 2021年 2月19日  9時30分 

支援方針 

・宿坊の面的展開という寺泊の先進モデルを検討。 

・寺の維持管理を目的とした宗教法人の解散、新法人に

よる寺の所有といった新たな寺の存続方法について検

討する。 

専門家視察 2020年 12月 10日-11日 

専門家からアドバイスした内容 

・楞厳寺は残す価値のあるお寺と感じている。そして同

時にとても難易度が高い。資金調達もそうだが、ビジネ

スに乗せるまでがかなり難しく、すぐに解決はしないと

考える。 

・資金調達については、お寺の価値を正しく理解しても

らえる出資者（パトロンのような存在、個人法人不問）

を探すこと、その出資者にお寺を預けることに対しての

住民・檀家からの理解を得られるような意識醸成が必要。 

・来年度には登録有形文化財の手続きが終わるとのこ

と、文化庁の補助金の活用も検討してもよい。 

・宗教法人を解散させるかどうかについては、檀家さ

ん、地域住民とのやり取りも必要。寺の保有資産の保全

については、社団法人や財団法人の総有（団体の財産と

して保有し、財産持持分及び利益分配をしない）として

みてはどうか。 

３.専門家からの講評（佐藤氏） 

楞厳寺は同地域にある大泰寺の住職が兼務している寺院であり、海蔵寺は住職のお父様が住

職を務めている寺院である。両寺院とも置かれる状況や課題は異なるが、人口減少地域におい

て檀家からの布施収入に頼った運営に限界が来ていることに住職が問題意識を持っており、解

決の 1手段として宿坊事業に着手したいという相談であった。

大泰寺の宿坊で成果が見え始め、1 寺院だけではなく、周辺の複数の寺院にて宿坊を開き、

その清掃や管理業務、体験の提供などにおいて協力体制を作り、面として宿坊を基軸に寺泊を

展開することで、地域創生に取り組む構想を住職が持っており、このような住職、地域が出て

きていることはお寺業界の希望の星であるとともに、今後全国でこうした流れが広がっていく

ことが望ましい。1 つの小さな宿坊だけでは魅力は乏しくとも、地域全体で数を増やし、価値

創造していくことが実現することで寺泊における運営形態の多様性が増し、より多くの寺泊が
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展開される可能性を秘めていると感じた。この 2寺院については、詳細な事業計画を立てるこ

とよりも、現在の課題を整理し、数年後の立ち上げを見据えた計画を作ることが第一であった。 

海蔵寺は寺院規則に宿坊運営の項目がないため、まずはその変更から必要である。また現在

お父様が住職を務められているので、お父様からの意向も聞きながら具体的な事業計画を作成

することが今後求められる。 

楞嚴寺は檀家の数も少なく、お寺の建物自体の老朽化が著しいため、再建には相当額が必要

となることと、立地が人里離れた山の上にあり、具体的な事業プランを描くには非常に時間を

要すると推察される。 

楞嚴寺は国の登録有形文化財となることが今年決まった。これから 100年、200年地域の宝

として残していくためには、民法上４つある保有形態のなかで、どれが最適なのかを探ってい

く必要がある。それに際しては地元（檀家）の声を聞きながら合意形成を図ること、また合意

形成の過程に様々なステークホルダーに参加してもらうことで時代を超えていく「新しいあた

りまえ」（現在、宗教法人法や一般認識においても、宗教法人の目的として営利事業や社会的事

業は含まれていないが、今後は様々なステークホルダーに参加してもらうことで宗教法人が社

会的事業を布教活動とは別に行っていくこと）を形作る可能性を提言した。それが「良き先祖」

（未来から現在を見たときに、我々が未来の人に誇れることをしているか、よい先祖と見れら

る取り組みが出来ているか）という感覚の共有にも繋がり、結果として、宗教法人法の本来的

な目的である教義を広めることや儀式行事を行うこと、信者の教化育成の実現にも繋がる。財

産、人、地域という３つの観点からの整理が必要であり、「正解」を一旦手放した上で、起こり

うる未来形を一緒に想像（創造）しながら具体的に考えていくことを住職と議論した。 

専門家派遣の中で、両寺院が現在抱える問題については整理できた。今後具体的に進められ

る材料は整ってきている。今後の住職の活動に期待したい。 
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４.３ フォローアップの実施 
 専門家派遣が終了した後、必要に応じて事務局にてフォローアップを実施した。 

○農泊に関するフォローアップ 

 次年度以降の展開として、農林水産省の農山漁村進行交付金（農泊の推進）の活用を予定して

いる６団体に対して、個別説明及び担当部署への紹介を行った。 

①個別説明及び担当部署の紹介  

日時 2021年 1月 29日 14時～15時 

相談者 寶林寺 海野氏 

支援内容 

・農泊の活用について、関東農政局の担当官との相談機

会を調整（関東農政局） 

・その他補助金の申請に向けてのポイントを伝える 

②個別説明及び担当部署の紹介  

日時 2021年 2月 4日 14時～15時 

相談者 法源寺 横山氏、妙泉寺 川手氏 

支援内容 

・農泊の活用について、関東農政局の担当官との相談機

会を調整（Web） 

・その他補助金の申請に向けてのポイントを伝える 

その他 
通信状況が悪かったため、2者に対して後日事務局より

別途説明 

③個別説明及び担当部署の紹介  

日付 2021年 2月 3日 

相談者 正暦寺 玉川氏 

支援内容 
・農泊の活用について、近畿農政局の担当官との相談機

会を調整（電話） 

④個別説明及び担当部署の紹介  

日時 2021年 2月 24日 9時 30分～10時分 

相談者 大泰寺 西山氏 

支援内容 
・農泊の活用について、近畿農政局の担当官との相談機

会を調整（Web） 

⑤個別説明及び担当部署の紹介  

日付 2021年 2月 24日  

相談者 武井坊 小松氏 

支援内容 
・農泊の活用について、関東農政局の担当官との相談機

会を調整（Web） 
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第 5章 事業全体の考察 

５.１ セミナーの実施について 

（１）オンラインでの実施について 

セミナーは城泊・寺泊の取り組みの周知及びその後の専⾨家派遣希望地域の掘り起こしを⽬的

として実施した。城泊・寺泊という新しい取り組みに初めて触れる⽅を考慮し、「城泊・寺泊とは

何か」「取り組みのポイントは何か」などについて、写真や動画を使いイメージしやすくお伝えす

ることを意識したことに加え、トークセッションという会話形式でのセミナーとすることで堅苦

しくなり過ぎないように努めた。 

提案段階ではオフラインでの開催も検討していたが、観光庁との協議により、会場に参加者を

⼊れずオンラインのみでの開催となった。オンラインのみの開催となったこともあり、城泊・寺

泊のイメージをつかみやすくするため、配信の会場を実際の城及び寺とした。結果、オンライン

開催によって参加の物理的ハードルが下がったため、各回 200名以上の参加を頂くことが出来た。

またアンケートによると、セミナー参加後 9割以上が「よく理解できた」「ほぼ理解ができた」と

回答しているため、城泊・寺泊の周知という⽬的は⼀定達成することが出来たと考える。 

⼀⽅でオンライン開催になったことにより、通信環境や機材の不具合により⼗分な内容を届け

ることが出来なかった。特に城泊セミナーにおいては、途中カメラ等の不具合があり参加者から

も厳しい意⾒を頂いた。オンラインでの実施については、安定的な配信のため、より万全な準備

をする必要がある。 

またアンケートはウェブ回答⽅式を採ったが回収率が思わしくなく、参加者の意⾒を多く集め

ることが出来なかった。設問内容や設問数など回答率が上がるような⼯夫が必要と考えられる。 

加えて、コロナ禍におけるセミナー実施であったため、公共施設である城を会場として使⽤す

るに当たっては、施設の使⽤可否の決定に時間を要した。次年度以降も状況が続くことが予想さ

れるため、公共施設を使⽤する場合は注意が必要である。 

 

（２）トークセッションの内容について 

 先述の通り、トークセッションは写真や動画を使いながら、会話形式で進めることにより堅苦

しくなり過ぎずイメージが伝わりやすい演出を意識した。城泊・寺泊の⽴ち上げにポイントとな

る 3 点をトークセッションのテーマとし、その後の専⾨家派遣で取り組む課題や取り組むイメー

ジをお伝えした。登壇者にはそれぞれ城泊・寺泊に取り組んだ⽅に依頼し、城泊・寺泊に取り組

む中でのリアルな部分をお話頂いた。結果アンケートの満⾜度は各回とも⾼く、トークセッショ

ンはセミナー参加者にも満⾜いただける内容になったと考える。 

⼀⽅でその後の専⾨家派遣エントリーの希望はあまり⾼くなく、慎重な意⾒が多かった。回答

者の属性もあるが、ハードルの⾼さを感じてしまった部分もあると考えられる。もちろん現実的

に様々な確認・調整が必要となることやその⼤変さを伝えることも必要だが、「やってみたい」と

感じて頂けるような内容を盛り込むことが必要と考える。 
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５.２ 専⾨家派遣について 

（１）エントリーについて 

 事業開始後、できるだけ専⾨家派遣の期間を⻑くするため、セミナーの準備と同時並⾏でエン

トリーシート及び選定基準の作成を進めた。結果的に事業開始から 3 週間弱でエントリー開始ま

で漕ぎつけることが出来た。また出来るだけ詳しく記載いただくため、地域の抱える課題や⽬指

す事業構想（どのような城泊・寺泊を⽬指すのか）、専⾨家に相談したい内容、エントリーした動

機などほとんどの項⽬を⾃由記述とし、詳細な選定基準を作成、基準に倣った記⼊例を作成した。

新型コロナウイルス感染症の影響を懸念したが、城７件、寺 16件、合計 23件のエントリーを頂

くことが出来た。城・寺合わせて 10件程度の採択を予定したため、定員より多いエントリーを頂

くことが出来たのは成果である。 

 また、本事業に適した地域を選定する精度を⾼める（専⾨家派遣を実施することで事業の⽴ち

上がりを促進させる可能性が⾼い地域を選定する）⽬的でヒアリングを実施した。ヒアリングで

は、エントリーシートには表現されていない地域の現状や課題、当事者の想いを伺い、派遣地域

の選定に⾮常に参考になった。城泊・寺泊事業の⽴ち上げには、当事者意識（⾃分たちがやらな

ければいけない）や事業にかける想い（城泊・寺泊に取り組みたいという熱意）が重要であるた

め、ヒアリングでその部分を聞くことは⾮常に有効だったと考えられる。 

 

（２）実施結果について 

 専⾨家からの意⾒を踏まえ、城７件、寺 14件と当初の想定よりも多い件数を採択した。併せて

今回は短い事業期間、及びコロナ禍での事業進⾏となったため、効率的に各地域の対応を進める

ため、以下の⽅針を⽴てて取り進めた。 

①打ち合わせは Zoom を使⽤して実施し、1 時間で終了するように時間を配分する。また打ち合

わせのまとめ、今後の ToDoを必ず確認する。 

②現地訪問は回数を抑え、専⾨家及び観光庁、エントリー地域と相談し、必要に応じて実施する。

併せて訪問⼀回の質を⾼めるため、事前の打ち合わせにて課題と訪問⽬的を明らかにし、確実

に前に進めることを意識する。 

③次年度以降も地域にて事業が進むように意識し、専⾨家派遣の⽬標を「城泊・寺泊の事業計画

の作成」と定め、各地域には資料の作成を依頼した。また城泊については、城を管理する地⽅

⾃治体の⾸⻑に⾯会の機会を頂き、城泊に取り組む意義・効果や今後の⽅向性についてご説明

し、次年度以降具体的な取り組みが進むように促す。 

 結果、各地域の課題の洗い出し及び解決に向けた取り組みを進めながら事業計画を作成いただ

き、次年度以降も具体的に取り組むことが出来る基盤整備を進めることが出来た。城泊において

は 7 地域全てで⾸⻑⾯会を設定し、城泊に取り組む意義、城泊の今後の取組の⽅向性を説明し、

次年度以降の具体的な動き⽅を描くことが出来た。また寺泊においては、農林⽔産省が推進する

「農泊の推進」との親和性が⾼い案件が⾒られ、6件の寺が農泊の実施に興味を⽰した。フォロー

アップとして、農⼭漁村振興交付⾦の紹介及び地⽅農政局の担当者の紹介、地⽅農政局の了解を

得た上で当該交付⾦の説明等も実施した。次年度の公募申請に⾄った寺は確認できていないが、
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寺泊の新たな⽅向性として「寺泊×農泊」は今後も可能性があると考えられるため、寺泊と農泊

のスムーズな連携が出来るよう、知⾒の集積が必要と考えられる。 

⼀⽅専⾨家派遣に取り組む中で、課題も⾒えてきた。城泊・寺泊に取り組む上では、事前に確

認すべきポイントとして以下の 3点が挙げられる。 

① 新しく地域ビジネスに取り組むという意思決定 

 城泊・寺泊は、城や寺などの⽂化財を保存することを⽬的とした観光まちづくりの⼀つである

と同時に、観光による地域ビジネスでもあるため、事業運営までには様々な観点で検討を進める

必要があり、事業として運営する際も継続的な運⽤が求められる。そのため、⼀時のイベントと

してではなく、地域ビジネスとして持続的に取り組む覚悟を持つことが重要である。 

② 城泊・寺泊を取り組むに当たって地域住⺠や組織内部における理解醸成・合意形成が必要 

 城や寺を観光まちづくりに活⽤するためには、物件の所有者・管理者だけではなく、地域に関

係する様々なステークホルダーとの合意形成が必要である。エントリーに当たっては、城泊・寺

泊に取り組むに当たって関係するステークホルダーを特定し、合意形成を図るなど事前準備が必

要である。 

 また、まちづくりという観点から、様々なステークホルダーが参画した事業スキームを構築す

ることが望ましい⼀⽅で、事業主体者が誰なのか、及びそれぞれのステークホルダーと役割分担

を明確にする必要がある。 

③ ⽂化財保護法や旅館業法、都市計画法など関連する法制度の確認 

 城泊・寺泊は、取りも直さず歴史的資源を活⽤した観光まちづくりであり、その実施には様々

な法制度が関係するため、事前に関連する法制度を特定し、対応⽅法について検討することが重

要である。 

上記 3 点の整理が出来て初めて具体的な事業内容の検討が可能となる。特に今年度は多くの地

域でこの 3 点の確認に時間を要したため、事業運営に当たってのスキームや資⾦計画の検討、体

験コンテンツの造成、地域の合意形成を⽬的としたシンポジウムや実証実験等の実施など、具体

的なアクションを取るフェーズに取り組める地域はあまり⾒られなかった。次年度は上記 3 点の

整理をエントリー段階で各地域に進めていただくよう、事前の周知が必要である。 

 

（３）ナレッジ集の作成について 

 ナレッジ集は城泊・寺泊に今後取り組みたいと考える地域を対象に、今年度の実施結果から取

り組むにあたって直⾯しやすい課題の整理と課題解決のイメージを具体化し、事業化に向けての

⼿法やステップを提⽰することに加えて、取り組むにあたって必要な地域のビジネスの強化と歴

史的資源等⽂化財保存の両⽴の視点や取り組みを紹介することを⽬的に制作を進めた。 

上記の⽬的を達成するために、専⾨家派遣を実施した中で得た知⾒や事例を基に、図表を出来

る限り多くした、読者のイメージを膨らませるようなナレッジ集とした。第⼀章では城泊・寺泊

の国内外の事例や経済効果（城や寺の観光資源としてのポテンシャル）について掲載し、これか

ら取り組みたいと考える⼈がゴールのイメージ及び取り組む意義について把握できるように努め

た。また各項⽬の冒頭にはポイントをまとめたチャートを⼊れ、項⽬のポイントが⼀⽬で分かる
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ような⼯夫を施し、城泊・寺泊をこれから取り組む⼈にとっての教科書となるようなナレッジ集

を⽬指した。 

また前述の通り、城泊・寺泊を⽴ち上げる際は、①新しく地域ビジネスに取り組むという意思

決定②城泊・寺泊を取り組むに当たって地域住⺠や組織内部における理解醸成・合意形成③⽂化

財保護法や旅館業法、都市計画法など関連する法制度の確認 の 3 点が何よりも重要である。今

後取り組む⽅にその重要性を理解していただくため、事業検討の最初のステップにて確認する項

⽬を設け、YES/NOの 2択で回答することで洗い出すべき課題が把握できるように設定した。 

 

５.３ 専⾨家からの講評 

（１）城泊 

上⼭⽒ 

城泊という取り組みは新しい概念であり、地域が取り組むためには⼿探りで進める必要がある

と感じているものの、 地域内で具体的に進めるためには、まずは推進する⽴場である観光庁及び

⽂化庁など関係する省庁にて、城泊に関する明確なメッセージを作成し、地域に伝える必要があ

ることを痛感した。 

具体的には、⽂化庁、厚⽣労働省、消防庁、環境省などの宿泊関連⾏政の法的⾒解、弾⼒的運

⽤の可能性も併せて伝える事で、判断を躊躇する⾃治体での検討がより前向きに推進されると考

える。 

城泊は法的⼀般論では前に進まない。より具体的な事例を関係省庁に伝え、どうすれば実施可

能になるかの回答を得るように交渉することが肝要であり、本年度の専⾨家派遣で得た知⾒につ

いて、城泊を検討する全ての⾃治体に伝えるべきである。そういった意味で本報告書及びナレッ

ジ集の周知が重要であると考える。 

8⽉のセミナーに関しては、 城泊を推進するために城泊の概要や取り組む意義などの周知が⽬

的であることを鑑みると、メディアを使った広報活動をより広範に強化するべきと感じた。⾃治

体の⾸⻑や⽂化財活⽤を前向きに考えている⾏政職員に城泊を認知してもらうことで、積極的に

取り組む地域の増加が期待でき、地域の特⾊に合った城泊を創造することに繋がると考える。併

せて、上記城泊に関係する省庁のメッセージを表記した上での周知及び公募が望まれる。 

 

他⼒野⽒ 

○講評にあたり 

 新型コロナウイルス感染症の影響が広がる中、令和 2 年度観光庁事業「城泊・寺泊による歴史

的資源の活⽤事業（城泊・寺泊専⾨家派遣）」にて、城泊専⾨家として観光庁様、事務局の皆様、

エントリーいただいた地域の皆様とともに、「城泊」の取組みを推進出来たことに感謝の意を述べ

たい。 

 弊社は、創業以来「施設再⽣から地域を活性化に繋げ、⽇本独⾃の⽂化を紡ぐ」をテーマに、

⽂化財などの伝統的建造物、⾏政の遊休施設の修復運⽤や、ホテルや旅館、結婚式場の施設再⽣

に携わってきた。全国各地の歴史的建造物の利活⽤、歴史的資源を活⽤した観光まちづくりを進

めるにあたり、活⽤する歴史⽂化資源は「⺠間」「国・⾏政」「神社仏閣」のいずれかが保有してお
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り、「城・城郭」は「国・⾏政」が保有する場合が多くの割合を占めている。 

 国や⾏政が保有する歴史⽂化遺産は、これまで税⾦保全が⼀般的でしたが、特に地⽅部におい

ては⼈⼝減少、若年層の流出、労働⼈⼝の減少により、税収が減る⼀⽅のため、税⾦保全の限界

を迎えている。ゆえに、保存のみではなく、⺠間の資⾦・運営により活⽤し収益を上げることで、

維持する循環を作ることが今後は必要不可⽋である。 

 愛媛県⼤洲市の⽊造復元天守「⼤洲城」や重要⽂化財の「臥⿓⼭荘」等地域の象徴的なお城と

周辺資源を活⽤した「城泊（キャッスルステイ）」、城下町での分散型ホテル「NIPPONIA HOTEL 

⼤洲 城下町」においても、⼤洲市や地域の⾦融機関と連携して、観光を⼀つの突破⼝に⼤洲エリ

アに稼ぐ⼒を取り戻し、地域の魅⼒を磨き上げまちをマネタイズすべく、観光まちづくりを推進

している。私たちの取組も開始して⽇は浅いが、地域の具体的な課題を⼀つ⼀つ解決し、観光ま

ちづくりを推進して来た知⾒をもって、本事業にエントリーいただいた地域の⼒になるべく、観

光庁様、事務局の皆様と連携しながら地域に伴⾛してきた。以下専⾨家派遣事業の講評について

述べていく。 

 

○本事業全体を通しての講評 

 今年度は新型コロナウイルス感染症の影響もあり、新たな取組みを実施したいと⼿を挙げる地

域は多くないと予想していた中で、７つの地域から城泊を推進したいとエントリーがあったこと

は⾮常に喜ばしいことである。専⾨家上⼭社⻑とも事前に打ち合わせをした上で、当⽅は「福⼭

城」「丸⻲城」「⾅杵城」を担当させていただいた。 

 地域募集段階で城泊セミナーを開催したことは、⽇本国内における知名度があまり⾼くない「城

泊」の取組について、啓蒙出来たことは⾮常に重要なアクションであったと振り返る。次年度も

本事業が実施される場合、オンラインセミナー等の啓蒙活動にも重点を置き、先進的な取組紹介

や、具体的な進め⽅、今年度で実際に専⾨家派遣した地域での実際の様⼦を伝えることで、更に

取組に意欲的な地域が増えることを期待する。 

 エントリー地域の申請主体が、⾃治体の場合、観光事業者（DMO等）の場合があり、城はおお

よそ地⽅⾃治体が所有することが多いため、必然的に⾃治体の観光部や⽂化財部局等との連携が

必要不可⽋となる。そのため、エントリーが⾃治体・観光事業者問わず、城泊の取組推進に伴う、

地域内での合意形成の段階、具体的な座組の検討案等があれば、事前にヒアリングしたうえで専

⾨家派遣を開始できれば、年度の進⾏イメージが具体的に描きやすくなる。 

 取組推進に伴う課題は地域ごとに異なるが、「法令への対応」「運営主体の存在」「資⾦の調達」

「具体的な活⽤⽅法」等が主な課題として挙げられた。⼤洲城や⼤阪城での活⽤事例を踏まえ、

諸課題への対応について各地域と協議を進めていたが、例えば法改正がなされている部分でも、

地⽅⾃治体ごとに具外的な対応が進められない部分が散⾒したため、今後の城泊の更なる推進に

おいては、「法令への対応」について相談できる体制を構築すべきであると考える。「運営主体の

存在」については、地域の中で事業者を募る場合と外部から事業者を招聘する場合とあり、どち

らを選択するかは、地域の⽬指す⽅向性や取組むスタンスにより異なってくる。 

 半年間伴⾛する中で、当初は⼿探りで進めていた地域が多かったものの、現地視察において城

及び具体的に活⽤を検討している物件や地域を視察し、活⽤のイメージを膨らませ、具体的な体
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制についても協議を進めていった結果、3 地域全てが市⻑に対して城泊の今後の取組の⽅向性を

ご説明する運びとなった。次年度以降の具体的な動き⽅を描くことが出来た点においては、各地

域とも⾮常に⼤きな⼀歩を進み始めており、⼤変喜ばしい限りである。 

 今後は、⼀つ⼀つ形にしていき、地域資源である「城」「城郭」「城下町」が開かれた資源として

活⽤され、国内外から訪れる⽅に、わざわざこの地に来たいと思っていただけるコンテンツとして、

官⺠連携で体制を強化し取組の推進と磨き上げを進めていただきたい。特に、城や城郭は⽂化的価

値の⾼さから、⽂化財指定や史跡指定をされている地域が多く、活⽤に向けての更なる推進に向け

て⽂化庁と連携を図り取組みを進めていくことが望ましい。⽂化観光の推進も含め、地域の核とな

る資源が活⽤に動いていくためには、省庁⼀体となった連携と推進体制が不可⽋である。 

 

（２）寺泊 

佐藤⽒ 

○講評にあたり 

寺泊（宿坊事業）については、潜在的ウェルネスマーケットおよび観光産業の⼤きさ、地⽅創

⽣や地域の安⼼安全など社会的意義、そして⽂化や歴史的貴重な資源の保全としての重要性の 3

点から観光庁が掲げる「明⽇の⽇本を⽀える観光ビジョン」の中でも意義深い政策である。 

 

１ ⽇本はウェルネスツーリズムで世界をリードし、主⼒産業の⼀つにできるポテンシャルあり 

ウェルネス経済市場はグローバルで 500兆円。主要分野である「ウェルネスツーリズム」は 2020

年には 9,194億ドル（約 95兆 4,071億円）になると推計される。そのなかでも、Spiritual Travel

＆Tourism（禅や瞑想、宗教施設での特別な体験や宿泊）は SBNR層（Spiritual But Not Religious

無宗教型スピリチュアル）中⼼に注⽬が集まっている。⽶国の⼈⼝の 4分の 1が SBNR層、18歳

以下だと 83%に上るといわれ、次世代中⼼に超巨⼤な市場になることが予測されている。寺泊（寺

の関連施設での宿泊及びそこで提供する精神性⾼い体験、健康に良い⾷、⾃然体験）は⾼級志向

のインバウンド観光旅⾏とは異なる顧客層を取り込める観光コンテンツであり、今後、観光庁が

⼒を⼊れ、⽀援する意義としては⼤変⾼いものである。 

 

２ 新型コロナウイルスで⼼⾝傷つき不調を感じる⼈が世界中に急増する中、絆の再構築と⼼⾝

の回復が全世界的に求められる 

世界中の⼈が⾏動とコミュニケーションを制限され、ストレスや孤独など新型コロナウイルス

以外の原因による健康被害や社会的な孤⽴が起こっており、新型コロナウイルスが落ちつくと予

想される 2021年以降は、⼈を癒し、⼼と体を調えることが社会で求められると予想される。観光

は平和産業であり、⽇本の⻑寿国としてのブランド⼒や治安の良さ、衛⽣管理の⾏き届いた環境

など、特にローカル地域での⻑期滞在が今後の世界の旅⾏や休暇のトレンドになると予想され、

そうした観点において総合的に⽇本はポテンシャルが⾼いと考えられる。 
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３ ⽂化財保護の視点 

⽇本の歴史と⽂化を引き継ぐお寺の建築と⽂化財が社寺の収⼊源が乏しくなることで保全が難

しくなり、失われていく問題を解決する必要がある。従来お寺は檀家からの寄付⾦、本⼭であれ

ば末寺からの寄付⾦、⽂化財に指定されている建物の場合は税⾦などを原資として、お寺を維持

してきた経過がある。檀家の減少や地⽅の過疎化、それに伴う末寺からの寄付⾦の減少、⼈⼝減

少による税⾦の減少などお寺を取り巻く環境が⼤きく変容する中においては、お寺を維持する資

⾦源が枯渇していく未来が明確に⾒えている。こうした問題を宗教法⼈単独で解決することは⾮

常に難しい。またこれは観光地ではない地⽅部においてより深刻であるが、そうした地域にも多

くの歴史的価値のあるお寺が数多く点在している。それら先祖から受け継いできた歴史的資産を

我々の世代で途絶えさせてしまって良いのか、そもそもお寺は誰のものか、という根源的な問い

と共に、国の宝、地域の資産という視点を失わず、未来に価値を残していく社会的な意義のある

取り組みとして、⾏政の⽀援や今回の寺泊を通じた財源の確保などを通じて、議論を進めていく

ことが重要である。 

 

以上の３つの観点から、寺泊に社会的意義と経済的可能性を感じ、⾃社のシェアウィングでも

事業に取り組んでいる。寺泊全体を盛り上げ、⽇本が誇る主⼒産業として発展させることに貢献

する志をもち、本事業の専⾨家としての仕事に携わった。 

上記の 2と 3で述べたように、寺泊は単に宗教法⼈の営利事業という以上に社会的な意義をも

つため、観光庁をはじめとした⾏政による⽀援は⼤きな意義がある。⼀⽅、現在の寺泊を巡る⾏

政の⽀援環境には課題があり、講評の前にその点について提案したい。 

現⾏の宗教法⼈法の「⽬的」（１条１項）において、宗教法⼈の⽬的として「教義を広めること

や儀式⾏事を⾏うこと、信者を教化育成すること」などは定められているが、そもそも営利事業

や社会的事業は含まれていない。この点について、確かに法律の公布（昭和 26年）当時から当⾯

は、歴史的な背景を踏まえたそのような限定的な⽬的のみでも⼤きな問題は⽣じていなかった。 

しかし時代が進む中で、寺院と檀家、あるいは地域社会その関係性が変化（主として収益性の

著しい低下や⼈材不⾜）していったことはもちろん、阪神淡路⼤震災以降の⼤規模な⾃然災害の

多発や、⼈⼝減少・少⼦⾼齢化に伴う様々な社会課題の顕在化により、寺院の新しい役割、ある

いは関係資産としての価値の再評価などが⽣じ始めたことで、実態と⽬的が必ずしも整合しない

場⾯（⾔い換えれば、法制度が想定していない場⾯）が⽣じている。 

この場合、もちろん⽬的に応じて（宗教法⼈ではない）別法⼈を設⽴の上で、営利事業や社会

的事業を⾏うという⽅法を取ることが出来るが、それでは必ずしも寺院の持つ資産的価値や地域

社会との関係性を⻑期的に保全することが出来ない。例えば平常時は宿坊として運営しながら、

⾮常時には防災拠点として、また社会的に⽀援が必要な⼈の⼀時避難場所としての役割を果たす

ような施設整備を計画しても、宗教法⼈のままで同種の事業を実施する場合、公益性の⾼い事業

でありながら、その宗教性や形式的な政教分離原則との抵触が問題視されてしまう危険性を常に

孕んでしまう、というジレンマが存在する。 

国の観光⽀援事業としては寺泊を⽀援している⼀⽅で、地⽅⾃治体においてその⽅向性が統⼀さ

れておらず、観光資源としては⾏政広報でも紹介はするものの、肝⼼の助成⾦や補助⾦などについ
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ては対象外となる事例も出てきている。平成 18 年に公益法⼈制度改⾰関連三法が成⽴し、その制

定過程で宗教法⼈の公益性についての議論がされたものの道半ばであり、ましてや、寺院⾃⾝が、

上記⽬的を逸脱しない、あるいは両⽴し得る範囲で営利事業や社会的事業を実施することで、地域

社会に貢献すると同時に、その資産的価値を未来に引き継いでいくための持続可能な仕組みを⾒出

していくことを許容する法制度は、その必要性・相当性とも、議論がされていない段階である。現

在の宿坊をはじめとする宗教法⼈の宿泊事業に対する⾏政の在り⽅については、まだまだこれから

という点も多く存在すると感じるところ、地域社会に貢献すると同時に、その資産的価値を未来に

引き継いでいくという視点からの幅広な議論を興していく必要性を痛感している。 

 

○本事業全体を通しての講評 

開業計画段階のお寺から、既に宿坊を運営して⻑い歴史をもつお寺、宿坊の運営形態も 1 ⽇ 1

組のアットホームなスタイルから1⽇300名以上受け⼊れられる⼤型宿坊まで、事業のステージ、

規模、タイプの異なる 8 つのお寺を担当させて頂いた。各お寺の状況や地域特性を踏まえ、１つ

１つ丁寧に対話を重ね進めていくことを最も⼤切にしながら進めた。 

宿坊は個性や規模が異なること⾃体が最⼤の魅⼒であり、そこに⼈の暮らしと祈りがあり、地

域の⾎が通い、息遣いや思いを肌で感じられることが通常の宿泊施設とも古⺠家ともまた異なる

特徴を持っている。対象と想定するゲスト（顧客）像やお寺の持つ個性に合わせ事業構想を練り、

「未来のあるべき姿」「未来予想図」から逆算し、ビジネス横断的に考え、「こんな寺泊をつくろ

う」とデザインすることが重要である。 

⼀⽅で 5年、10年で事業計画を作る⼀般的な店舗と同様にビジネスの要素も資⾦調達において

は重要であるため、そこはしっかりと⾒据えながらも、お寺が「なぜ寺泊に取り組むか」その⽬

的や意味によって事業計画の期間や規模が異なるため、お寺がどんな課題を抱え、どんな未来を

描き、寺泊を通じて誰を幸せにし、何を得たいと思っているのか、そのミッションやビジョンを

観光庁、事務局、専⾨家の 3 名がお寺の寺泊⽴ち上げチームの⼀員となって伴⾛することで、多

様な可能性の芽を育んでいくことを⽬指した。 

今回ご縁を頂いた全国に広がるお寺を訪問し、⼟地の魅⼒に癒され、⾷や様々な体験に触れる

時間を通じて、「本当に宿坊は素敵で、最⾼だな。世界に誇れる素晴らしい宿泊業態だ」と⾃信を

深め、専⾨家の仕事に誇りとやりがいを感じた。⽇本中、世界中から⼀⼈でも多くの⼈に寺泊に

来てもらい、⽇本の魅⼒を伝えていくことを業界に関わる皆で⼒を合わせ推進していきたい、と

強く願う機会をこの専⾨家派遣事業でもらうことが出来た。 
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和栗⽒ 

コロナ禍にあってインバウンドは影を潜め、観光を取り巻く周辺環境は⼀変したが、全国各地

に点在する既存の寺院宿坊はその多くが農⼭漁村に位置しているため、３密回避の観点からグラ

ンピングなどと並んで、全体的に集客も他ジャンルの宿泊施設に先んじて回復傾向にある。そう

した意味でも、本事業が推進しようとしている「寺泊」は、もともとはインバウンドを対象とし

た事業として企画された経緯があるが、ウィズコロナ・アフターコロナの世界にあっては、当初

⽬的のインバウンドに留まらず、国内需要を喚起するコンテンツとしても有効であり、より存在

価値を増してきていると考えられる。 

今回担当した案件を通じて⾔えることは、まず、都市計画法（第７条以下）に基づく市街化調

整区域の問題を挙げることができる。旅館業法に基づく宿泊（ホテル・旅館・簡易宿所）を提供

しようと検討する際には、その規模やスタイルの如何を問わず、想定している寺院境内や関連施

設の所在地が、市街化調整区域内なのか外なのかを、何よりもまず初めに確認しておく必要があ

る。市街化調整区域内である場合、原則として新築はできず、既存建築物については建築確認を

要しない⼩規模な模様替え、または修繕⼯事のみを⾏う場合やまったく⼯事を⾏わない場合であ

っても、使⽤⽬的を変更する⾏為については開発許可制度の許可等が必要になる。⽤途の変更に

ついては、⼀般には開発⾏為を伴わない場合が多いため、許可の⼿続きは建築許可となるが、同

時に開発⾏為を⾏う場合は、開発許可が必要となる。これに関して国⼟交通省が 2016年 12⽉ 27

⽇に、開発許可制度の市街化調整区域における運⽤を弾⼒化することを⽬的として「開発許可制

度運⽤指針」を⼀部改正したが、相当な施設整備が必要となる旅館業法に基づく宿泊を提供しよ

うとするにあたってはそう容易ではない。本事業の各案件についても、プロジェクトの具体を検

討する以前に、市街化調整区域に関する確認作業にかなりの時間を費やすことになった印象があ

る。そのため、本来の⽬的である寺院と地域の特性を活かした地域ぐるみの魅⼒的な宿泊コンテ

ンツの創造とその事業性について⼗分に検討する時間が限られてしまったことは否めない。次年

度以降に本事業が継続されるのであれば、⽀援対象の公募と選考の過程で、当該エリアが市街化

調整区域内なのか外なのか、そのことによって旅館業法での開業が可能なのか、あるいはそれ以

外を選択する必要があるのかなどを事前にチェックする何らかの⼯夫が必要であると思われる。 

２つ⽬に、想定ターゲットと体験コンテンツの問題が挙げられる。「寺泊」では、個別寺院によ

る宗教体験を⽬的とした宗教ビジネスに留まらず、地域の取り組みであることが期待され、また

そのことによって地域特性を活かした魅⼒ある宿泊コンテンツを提供することが可能になると考

えられる。ともすると宿坊を開設して運営することを検討するにあたっては、宿泊者に朝のお勤

め・写経写仏・座禅・精進料理などの宗教関連の体験を⽤意することが必須である、あるいはそ

れで⼗分である、それが寺院本来の使命であると考える向きもある。滞在中のあらゆる時間に宗

教体験を求める宿泊者を対象とするのか、あるいは世界的な潮流となっている SBNR（Spiritual 

But Not Religious：無宗教型スピリチュアル層）も意識するのか。もちろん何が正解ということは

ないが、本事業を契機として関係者が、改めて寺院とその周辺地域の魅⼒を再発⾒する基礎的な

プロセスが必要になってくるであろうということを、特に寺院関係者に公募の段階で何らかの⽅

法で衆知することが期待される。 
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 ３つ⽬に、事業主体がいまひとつ明確でなくなるケースが⾒られ、「寺院という歴史的資源を活

⽤する寺泊事業」という主旨を⾒失いそうになる瞬間があった。地域の活性化を図るのに必ずし

も寺泊である必要はないが、本事業にあっては寺院あるいはその関連施設での宿泊を前提とする

地域活性化の計画とその実現を応援したい。この件に関しては、応募書類や選考過程でのヒアリ

ングなどによって、⼀定の要件をもって避けることができると考えられる。 

その⼀⽅で、地域特性を考慮した「農泊」と「寺泊」をかけ合わせた事業計画にシフトしたケ

ースに⾒られるように、当初想定していた寺泊を超えたイノベーション的な発想の転換や⽅向転

換は歓迎したい。全国の農⼭漁村に点在する歴史的資源としての寺院の活⽤による寺泊を推進し

ていくにあたっては、この「農泊×寺泊」の考え⽅は⼤いに参考になると思われ、今後、観光庁

「寺泊」と農林⽔産省「農泊」のコラボレーションがスムーズにいくナレッジの集積と運⽤も望

まれる。 

最後に、「公・宗・⺠」、場合によっては「学」などさまざまなプレーヤーが参画する町ぐるみの

事業スキームによる取り組みが期待される⼀⽅で、そうした場合にいつのまにか事業主体が曖昧

になってしまうことは注意深く避けたい。寺院の活⽤が⼤前提となっている本事業に際しては、

地域コミュニティーのハブとなっている信頼のおける寺院住職がプロデューサーとしてプロジェ

クトを遂⾏していくことがひとつの形として想定しうるが、そうした中⼼的な特定個⼈に依拠し

た場合、何らかの事情でその特定個⼈が機能しなくなったときにプロジェクトのすべてが中断し

てしまう恐れがあり、実際に今回体験した。これを「寺泊」にはつきものの仕⽅のないリスクと

捉えるか、あるいは何らかの対応策を取り得るのかについては、今後の課題としたい。 

⼿元のデータによると、最近５年間、毎⽉ 1 件の割合で宿坊を新規に開設する動きが全国で確

認されている。「寺泊」の認知の拡⼤もあり、現在準備中あるいは検討を始めたいという意向を持

っている寺院が聞き及ぶ範囲で 20件を下らない。これは昨年から今年にかけてのコロナ禍にあっ

てもその流れは⼤きくは変わらない。今年度のトライ＆エラーや事務局によってまとめられるナ

レッジ集が、寺泊に興味を持つ⽅々にシェアされ、役⽴てていただければ幸いである。 

 

５.４ 今後の事業実施への提案 
（１）セミナーの実施について 

 城泊・寺泊という概念の周知という⽬的については、今年度のセミナーで⼀定達成したと考え

られるが、専⾨家派遣を実施した結果から、城泊・寺泊を取り組むに当たって、①新しく地域ビ

ジネスに取り組むという意思決定②城泊・寺泊に取り組むに当たって地域住⺠や組織内部におけ

る理解醸成・合意形成③⽂化財保護法や旅館業法、都市計画法など関連する法制度の確認の３点

を事前に認識・確認することの重要性が分かった。この重要性を事前にセミナーで伝えることが

必要と考えられる。またこれはその後の取り組みについても同様であり、常に事務局が意識し、

情報発信を続ける必要がある。併せて、城泊・寺泊の取り組みについて具体例を視覚的に伝える

（参加者にとって⽬指すべき⼀つのゴールを⽰す）ことが必要と感じた。 

加えて今年度専⾨家派遣を実施した地域の⽅からの意⾒を頂き、城泊・寺泊の⽴ち上げにかか

わるリアルな声を反映するなど、セミナー参加者の深い理解、及びやってみたいと感じて頂ける

雰囲気作りが出来ると考える。次年度以降もセミナーを実施するべきであり、その内容について
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は今年度の内容をブラッシュアップしたものとすることがよいと考える。 

 なお、次年度以降も新型コロナウイルス感染拡⼤防⽌対策としてオンラインによる開催も視野

に⼊れつつ、セミナーの雰囲気を参加者にしっかりと感じて頂くためにオフラインの開催を検討

するとよいと考える。 

 

（２）エントリーについて 

 今年度は事業の⽴ち上げということもあり、選定基準の策定から検討しながら進めていった。

結果的には想定以上のエントリーを頂くことが出来たが、先述の通り記載内容や分量にバラつき

が出てしまった。これは事務局からの説明不⾜が⼀因と考えている。エントリー頂く⽅にも考慮

したエントリーシートを作成すると同時に、何を書いてほしいのか、選定のポイントとなる点を

分かりやすく説明する必要があると考える。また前項で述べた 3 つの観点を考慮したエントリー

設計にすることが望ましい。 

 また今年度実施した事前ヒアリングはとても効果的であったため、次年度も実施し、エントリ

ー時にアナウンスをすべきと考える。 

併せて初回打ち合わせや視察に⾏く前に、地域の雰囲気や事業を⾏う場所（城や寺）を把握し

たいという専⾨家からの意⾒があり、⼀部の地域では活⽤予定の場所を動画にして送って頂いた

ケースがあった。事前にどこでどんなことをしたいかを把握することは、専⾨家派遣地域の選定

にも活かすことが出来ると感じたので、次年度のエントリーの際にはエントリーシートに加えて、

地域の紹介や⾃⼰ PR、どこでどんな事業をしたいかなどを 10分ほどの動画にして提出いただく

というのも⼀つと考える。 

 

（３）選定件数について 

 今年度は専⾨家からのご意⾒を参考に、頂いたエントリーを満遍なく選定することを⽬指した

結果、城７件、寺 14件、合計 21件という事前の想定の倍の件数を選定した。加えて城泊の案件

においては取り組み開始までに確認・調整・対応すべき事項が多く（地⽅⾃治体が当事者となる

城泊の⽅が確認・調整・対応すべき事項が多くなる傾向にある）、事業期間も考慮すると事務局の

負担はかなり⼤きいものであった。次年度は城泊・寺泊に取り組むために確実に前に進んでいた

だく（例えば専⾨家派遣を実施したことで、次年度城泊の準備に関する予算が付くなど）ことを

⽬的に、件数を絞って専⾨家派遣を実施することも⼀つと考える。ただし選定する件数はエント

リー頂いた内容を全体的に俯瞰しながら検討することが必要である。 

 

（４）専⾨家派遣について 

 今年度は短い事業期間、及びコロナ禍での事業進⾏の中で、効率的に各地域の対応を進めるこ

とを⽬的に、オンラインミーティングシステムの積極的な活⽤、Webミーティングや視察⼀回ご

との課題・⽬的を設定、毎回の ToDoの確認を意識して実施した。こういった専⾨家派遣の基本

的な進め⽅は、次年度も継続して実施すべきである。 

 ⼀⽅で専⾨家派遣を実施する中で、エントリー地域の⽅に城泊・寺泊の具体的なイメージ（⽬

指す姿）が伝えて切れていないことを感じた。⼀部地域では先進地域の視察を実施したことで取
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り組みイメージが具体的になり、その後の事業計画書作成に繋がった。次年度は専⾨家が⼿掛け

る地域を先進地域として視察するメニューをオプションとして設定し、専⾨家派遣開始時にエン

トリー地域にも伝え、専⾨家や観光庁と適宜相談し、必要に応じて視察を実施することも有効で

あると考える。 

 また特に城泊については法制度の整理・確認及び対応⽅法の検討が重要である。その際に先進

地域の事例は⼤変参考となり、特に⽴ち上げを担当された地⽅⾃治体の担当者は専⾨家に準ずる

知⾒を有していると思われる。次年度については、地⽅⾃治体において城泊⽴ち上げを担当され

た⽅を準専⾨家として事務局が独⾃に設定し、適宜知⾒を提供いただくことも有効と考える。 
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巻末資料  

① オンラインセミナーアンケート 

 今回実施したオンラインセミナーにおいては、アンケートはグーグルフォームにて作成した。

なお城泊編、寺泊編でほぼ同⼀の質問内容のため、ここでは城泊編のみ掲載する。 

 

72



 

73



 

74



 

75
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② ⽀援地域の事業計画書 

 専⾨家派遣は「城泊・寺泊に取り組むための事業計画書の作成」を⽬標とし、専⾨家からのア

ドバイス、各種⽀援の成果として各⽀援地域に事業計画書を作成頂いた。ここでは⽀援地域の事

業計画書を掲載する。なお都合上⼀部項⽬のみの掲載となっている地域がある。 

 

（１）城泊 

⽩河市 
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岸和⽥市 

78



79



80



81



 

  

82



福⼭市 

 
  

83



(⼀財)丸⻲市観光協会 

84



85



 

  

86



⾅杵のんき屋 

87



88



89



90



91



92



93



 

 

94



 
 

  

95



BIOSOPHY ARCHIVES七部会議 

96



97



98



99



100



 

  

101



（２）寺泊 

寶林寺 

 

 

102



 

 

103



 

 

104



 

 

105



 

  

106



(⼀社)加賀市観光交流機構 

107



108



109



110



111



112



113



 

  

114



法源寺 

115



116



117



 

  

118



武井坊 

119



120



121



122



123



124



125



126



127



128



129



130



131



132



 
  

133



⽅広寺 

134



135



 

136



 

137



138



139



140



141



142



143



144



145



146



 
  

147



妙泉寺 

 

 

148



 

 

149



 

 

150



 

 

151



 

 

152



 

 

  

153



株式会社 KOMINKA企画 

154



155



156



157



 

  

158



⼤泉寺 

 

 

159



 

 

160



 

 

161



 

 

162



 

 

163



 

  

164



正暦寺 

165



166



167



168



169



 
  

170



海蔵寺 

171



172



 

  

173



楞厳寺 
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